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令和元年度乳幼児期の教育・保育の充実に関する調査結果について 
 

 
令 和 ２ 年 ７ 月 3 1 日  

乳幼児教育支援センター  

 
     
 
 

１ 調査の趣旨 

 

全県的な乳幼児期の教育・保育の充実を図ることを目的として，県内の幼児の育ちの状況，  

幼稚園・保育所・認定こども園（以下「園・所」）や小学校・特別支援学校小学部（以下「小学

校等」）及び家庭等の実態を把握し，園・所への支援や家庭教育への支援等，平成29年２月に策

定した「遊び 学び 育つひろしまっ子！」推進プラン（以下「プラン」）に関わる今後の施策の

具体化に活用する。 

 

２ 調査の対象 

 

(1) 県内の全園・所（893園・所，「幼児の育ちの状況」の調査については150園・所を抽出） 
 
(2) 県内の園・所に就園している０～２歳児※及び年長児の保護者（約3,000人ずつ） 
 
(3) 県内の全公立小学校等（484校） 
 
(4) 県民（1,755人） 
 
※ ０～２歳児の保護者を対象とした調査は新規に実施 

 

３ 調査期間 

 

令和元年11月６日（水）～12月４日（水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 調査の概要 

資料番号 ９ 
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１ 幼児の育ちの状況 
 
○ 幼児の育ちの状況について，年長児担任が「あてはまる」と回答した上位３項目及び下位

３項目は次のとおりで，平成27年度調査と同様である。 

 （別冊 P10） 
 

上位３項目 下位３項目 

セ 自らやりたいことを見つけて，伸び伸びと遊ぶ 
ソ いざこざ場面などで双方の気持ちを代弁したり，解決へ

の方法を提案したりしている 

カ 絵本やお話などを興味をもって聞いたり，自分で読んだり

する 

イ 遊びの進め方を提案したり，それぞれの気持ちや立場を

大切にしたりしながら遊びをすすめている 

サ 園庭の花壇や鉢に植えた草花に水をやったり，飼育して

いる生き物に餌をやったりして大切にする 
ス 新しいことや苦手なことも物怖じせずやってみようとする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

【図１ 幼児の育ちの状況＜年長児担任：R1－H27＞】 
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２ 調査結果の概要 
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○ 同一の調査内容項目において，園・所ごとに幼児の育ちの状況をみると幼児の育ちに開き

がみられる。開きが大きい上位３項目及び開きが小さい上位３項目は以下のとおりである。

平成27年度調査と比較して，開きが大きい上位３項目のうち１項目と開きが小さい上位３項

目は共通している。（別冊 P11） 
 

年度 

項目 
令和元年度 平成 27 年度 

開きが大きい 

上位３項目 

ケ 自信をもって物事に取り組んでいる 

ソ いざこざ場面などで双方の気持ちを代弁したり，解決への

方法を提案したりしている 
ス 新しいことや苦手なことも物怖じせずやってみようとする 

ウ 自分なりに予測や判断したりしたことを，試したり確かめ

たりしようとする 

ア 遊びに集中し，より楽しくなるようなアイデアを出したり工

夫したりする 

開きが小さい 

下位３項目 

サ 園庭の花壇や鉢に植えた草花に水をやったり，飼育している生き物に餌をやったりして大切にする 

セ 自らやりたいことを見つけて，伸び伸びと遊ぶ 

カ 絵本やお話などに興味をもって聞いたり，自分で読んだりする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
【図２ 幼児の育ちの状況＜園・所の分布状況：R1-H27＞】 
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○ 幼児の育ちの状況（図１）及び幼児の育ちの状況の園・所の分布状況（図２）は，平

成 27 年度調査と同じような傾向である。 

第２四分位 
（中央値） 

第１四分位 

最大値 

第３四分位 

最小値 

現時点での受け止め 

＜箱ひげ図の見方＞  
● 園・所ごとの「あてはまる」の割合を昇順に並べ，小さい数値から１／４，１／２，３／４の位置を算出している。 

（箱の一番下が第１四分位，一番上が第３四分位を表し，箱内の線が第２四分位（中央値）を表す。） 

● ヒゲの端は最大値，最小値となる。 

● 第１四分位と第３四分位の間に，データの 50％が含まれるため，箱の長さが長いほど，回答にばらつきがあるといえる。 

□ 令和元年度  □ 平成27年度 
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２ 保護者の子育て・家庭教育の状況 
 
○ 家庭での心がけ※について，90％以上の年長児・０～２歳児の保護者が「あてはまる」と回

答している項目は，「ア 基本的生活習慣を身に付ける」，「イ 社会のマナーやルールを身に付

ける」，「エ 子供がのびのびと遊べるようにする」，「セ 子供の成長のペースを見守り，よいと

ころをのばしていく」，「ソ 子供の話やつぶやきを共感的に聴く」である。（別冊 P16） 
 

※ 「家庭での心がけ」…子育てや家庭教育で大切にしていること，心がけていること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【図３ 家庭での心がけ＜年長児・０～２歳児保護者＞】 
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ソ 子供の話やつぶやきを共感的に聴く 

セ 子供の成長のペースを見守り，よいところをのばしていく 

ス 様々な人との交流をもつようにする 

シ 子供同士の交流をもつようにする 

サ 子供が最後まで粘り強く取り組み，満足感や達成感を 

味わえるようにサポートする 

コ 子供の「なぜ？どうして？」に対して，自分で考えたり 

気づけるようにする 

ケ 身の回りの自然の現象を味わう 

ク 数や文字を学ぶ 

キ 子供の興味，関心を広げられるような言葉かけをする 

カ 子供を文化施設や文化行事に連れて行く 

オ 絵本の読み聞かせをすること 

エ 子供がのびのびと遊べるようにする 

ウ 親子で一緒に家事などの生活経験をする 

イ 社会のマナーやルールを身に付ける 

ア 基本的生活習慣を身に付ける 

「 １とてもあてはまる」「２ わりとあてはまる」の合計 

年長児保護者 ０～２歳児保護者 
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○ 子供を育てていてよかったと思うこと，負担に思うことや悩みについて，年長児・０～２歳

児ともに99％以上の保護者が「ア 子供の成長によろこびを感じる」と回答している。 

また，年長児・０～２歳児ともに95％以上の保護者が「イ 子供を育てるのは楽しくて幸せ

なことだと思う」と回答している一方で， 50％以上の保護者が「カ 子育てに失敗しないよう

に，親としてプレッシャーや焦りを感じることがある」と回答している。（別冊 P18） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

【図４ 子育てで感じていること＜年長児・０～２歳児保護者＞】 
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97.8% 

96.3% 

99.8% 

40.3% 

69.2% 

48.6% 

47.2% 

49.6% 

50.4% 

85.2% 

95.5% 

96.4% 

96.1% 

99.4% 
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サ 来春の小学校入学に対して，現在の子供の状態に 

不安を感じる 

コ 子供と関わる時間をもっと持つことができたら 

よいのにと感じる 

ケ 子供との関わり方やしつけの仕方に自信が持てず， 

どうしたらよいか分からなくなることがある 

ク 子供が自分ですることを待てないことがあるなど， 

気持ちに余裕をもって子供に接することが難しい 

キ 子供の成長の度合いが気になる 

カ 子育てに失敗しないように，親としてプレッシャーや 

焦りを感じることがある 

オ 子育てによって自分も成長していると感じる 

エ 子供がかわいくてたまらないと思う 

ウ 子供とのふれあいや対話が楽しい 

イ 子供を育てるのは楽しくて幸せなことだと思う 

ア 子供の成長によろこび 

を感じる 

「１ とてもあてはまる」「２ わりとあてはまる」の合計 

年長児保護者 ０～２歳児保護者 ※「サ」は年長児の保護者のみの項目 

○ 90％以上の保護者が「子供がのびのびと遊べるようにすること」「子供の話やつぶや

きを共感的に聴くこと」などを心がけており，プランで示している「乳幼児期の遊びの

大切さ」や「共感的な子育てスタイル」について意識している。 
 

○ 80％以上の保護者が子育てに対する肯定的な気持ちを持つ一方で，約 50％の保護者が

不安を感じていることもあり，妊娠期から子育て期まで切れ目のない保護者支援の充実

が求められている。  

現時点での受け止め 
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３ 園・所における教育・保育 
 
○ 主体性，遊び込む時間や環境を考慮した指導計画の作成，実施状況について，87.1％の園

長・所長が「ア 作成し，実施している」と回答している。（別冊 P24） 

 

 

 

 

 
 
 

【図５ 主体性，遊び込む時間や環境を考慮した指導計画の作成，実施状況＜園長・所長＞】 

 

 

 

 
 

 
 
４ 資質向上のための取組 
 
○ 教育・保育について振り返り学び合う機会について，76.1％の園長・所長が「行っている」

と回答しており，平成27年度調査と比較して26.8ポイント増加している。 

その内容で割合が最も高い項目は，「ア 園・所内で，職員のみで実施」である。（別冊 P33） 

 

 

 

 

 

 

【図６ 振り返り学び合う機会の有無＜園長・所長＞】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

【図７ 振り返り学び合う機会の状況＜園長・所長＞】 
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ア 指導計画を作成し，実施している イ 指導計画を作成しているが，実施していない ウ 指導計画を作成していない 

49.3% 

76.1% 

50.7% 

23.9% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成27年度 

令和元年度 
行っている 

特に行っていない 

43.5% 

56.5% 

7.4% 

21.8% 

55.1% 

83.6% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

エ その他 

ウ 園・所外からの参加者を受け入れ， 

公開保育を実施 

イ 園・所内で，外部講師を招いて実施 

ア 園・所内で，職員のみで実施 

※一部の項目は， 

 平成27年度調査 

 の回答割合を参 

 考として掲載。 

令和元年度 

平成27年度 

○ 80％以上の園・所が，主体性や遊びの環境について考慮した指導計画を作成しており，

遊びは学びと考える幼稚園教育要領等や県の乳幼児期の教育・保育について理解が進ん

できていると受け止めている。 

現時点での受け止め 
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５ 接続のための取組 
 
○ 接続カリキュラムの作成・実施について，85.4％の園長・所長が，「ア 作成し，実施して

いる」と回答している。 

スタートカリキュラムの作成・実施について，39.3％の校長が，「ア 昨年度までに作成し，

今年度実施している」と回答しており，平成27年度調査と比較して18ポイント増加している。

「イ 今年度作成し，来年度から実施予定」まで含めると，96.6％である。（別冊 P38） 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

【図８ 小学校入学を見通した年長児の指導計画の作成・実施状況＜園長・所長＞】 

 

 
 
 

 

 

 

 

※ 作成する予定がない学校は，統廃合予定の学校，作成の必要がない学校等である。 

 

 

 
           

 

 

【図９ スタートカリキュラム作成・実施状況＜校長＞】 
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平成27年度 

作成していて，実施している 

作成しているが，実施してい

ない 

作成していない 

96.6％ 

93.2% 

85.4% 

1.7% 

2.2% 

5.1% 

12.4% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成27年度 

令和元年度 
ア 作成し，実施している 

イ 作成しているが， 

 実施していない 

ウ 作成していない 

○ 平成 27 年度と比較して，振り返り学び合う機会を「行っている」との回答が増加し

ており，園・所の教育・保育の質や職員の専門性の向上に対する意識が向上していると

受け止めている。 

現時点での受け止め 
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○ スタートカリキュラム作成の検討体制について，79.0％の校長が，「イ 校長，教頭，教務

主任，幼保小連携担当教員等で組織的に検討」と回答している。（別冊 P39） 
 

 

 

 

 

 

 
 

【図10 スタートカリキュラム作成の検討体制＜校長＞】 

 

○ スタートカリキュラム作成に関わる取組内容について，校長が回答した上位３項目は，「ウ 

園・所との情報交換の実施」，「イ スタートカリキュラムの意義，考え方，ねらいなどにつ

いて，校内の情報共有や共通理解の促進」，「エ 園・所との年間交流計画の作成」である。（別

冊 P39） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【図11 スタートカリキュラム作成に関わる取組内容＜校長＞】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.2% 79.0% 2.9% 
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ア 幼保小連携担当教員 

 もしくは低学年担任など， 

 特定の教員が検討 

イ 校長，教頭，教務主任， 

 幼保小連携担当教員等で 

 組織的に検討 

ウ その他 

○ 幼保小連携・接続のためのカリキュラムの作成・実施について，特に小学校等では来

年度から新学習指導要領で作成・実施が求められていることから，取組が進んでいる。 
 

○ カリキュラム作成実施後も継続的な見直しが必要と受け止めている。 

2.1% 

20.4% 

30.2% 

55.2% 

71.6% 

83.5% 

92.3% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

キ その他 

オ 校内の環境構成の整備 

カ 保護者への説明 

ア 乳幼児期の教育・保育に 

ついての理解の促進 

エ 園・所との年間交流計画の作成 

イ スタートカリキュラムの意義，考え方，ねらいなど 

について，校内の情報共有や共通理解の促進 

ウ 園・所との情報交換の実施 

現時点での受け止め 
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６ 子育て支援 
 

○ 保護者からの相談内容について，園長・所長が回答した上位３項目は，「イ 子供の生活習

慣」，「ア 子供との関わり方やしつけなどの子育ての具体的方法」，「ウ 子供の行動や性格」

である。（別冊 P44） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
      

 

【図12 保護者からの相談内容＜園長・所長＞】 

 

 

 

 

 

 

 

 
       

 

本調査の結果について，県内の園・所や市町の担当部署，園・所の関係団体，ネウボラなどの

子育て支援機関等をはじめ幅広く情報提供するとともに，園・所や家庭における教育・保育内容，

園・所の教員・保育士等の研修の充実等や幼保小連携教育の推進，子育て・家庭教育支援の充実

等に向けた取組を着実に実施することにより，「遊び 学び 育つひろしまっ子！」推進プランの

目指す姿の実現に向けて，引き続き取り組んでいく。 

8.3% 

25.8% 

64.3% 

70.8% 

30.4% 

45.7% 

80.3% 

84.4% 

86.2% 

87.1% 

87.5% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

キ 子育て支援の情報 

（Ｈ27：子育てサポート） 

カ 子育て環境に関する悩み 

（Ｈ27：子育ての環境） 

エ 子供の育ちや健康 

オ 子育てについての保護者の心配 

や不安などの気持ち 

（Ｈ27：育児やしつけに対する 

悩みや不安） 

ウ 子供の行動や性格 

ア 子供との関わり方やしつけなどの 

子育ての具体的方法 

（Ｈ27：子供との接し方やしつけ方 

など具体的な方法等） 

イ 子供の生活習慣 

「１ とてもある」「２ わりとある」 の合計 

令和元年度 平成27年度 

３ 今後の方向性 

○ 園・所における保護者からの相談内容は，「子供の生活習慣」「子供の行動や性格」な

ど子供に関わるものから，子供との関わり方，子育てについての不安な気持ちなど保護

者に関わるものなど様々であり，園・所における子育て支援の充実が求められている。 

現時点での受け止め 
 

※一部の項目は，平成27年度調査の回答割合を 

 参考として掲載。 



 



 

 

令和元年度 

乳幼児期の教育・保育の充実に関する 

調査の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ２ 年 ３ 月 

広島県教育委員会 
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Ⅰ 調査概要 
 

１ 調査の趣旨 
 

全県的な乳幼児期の教育・保育の充実を図ることを目的として，県内の幼児の育ちの状況，幼稚

園・保育所・認定こども園（以下「園・所」という。）や小学校・特別支援学校小学部（以下「小

学校等」という。）及び家庭等の実態を把握し，園・所への支援や家庭教育への支援等，平成29年

２月に策定した「遊び 学び 育つひろしまっ子！」推進プランに関わる今後の施策の具体化に活用

する。 

 

２ 調査の設計 
 
（１）調査対象 

・ 県内の全園・所の施設長（以下「園長・所長」という。） 

・ 県内の全園・所の年長児担任の教員・保育士等※１（以下「年長児担任」という。） 

・ 県内の園・所に就園している０～２歳児※２及び年長児の保護者 

・ 県内の全公立小学校等の校長 

・ 県民 

※１ 教員・保育士等は，幼稚園教諭・保育士・保育教諭を指す。 

※２ ０～２歳児の保護者を対象とした調査は新規に実施した。 
 

（２）調査方法 

    調査は，業者へ委託して実施した。 

① 園・所，保護者及び小学校等…郵送配付・回収 

 ② 県民…インターネット調査 
 

（３）調査実施期間 

    令和元年 11 月６日（水）～12月４日（水） 

 

３ 発送・回収状況 
 

（１）幼稚園・保育所・認定こども園調査 

調 査 票 
調査票１ 

【園・所の教育・保育の実施状況， 

子育ての支援等に関する調査】 

調査票２ 
【年長児担任の教育・保育の実施 

状況等に関する調査】 

調査票３ 
【幼児の育ちに関する調査】 

 

発 送 数 893 893 150 

有効回収票数 662 640 121 

有効回収率 74.1% 71.7% 80.7% 
 

（２）保護者調査 

調 査 票 
調査票４ 

【年長児の育ち，家庭教育や子育ての状況等に 

関する調査】 

調査票５ 
【０～２歳児の家庭教育や子育ての状況等に 

関する調査】 

発 送 数 3,143 3,070 

有効回収票数 2,005 2,052 

有効回収率 63.8% 66.8% 
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（３）小学校・特別支援学校小学部調査 

調 査 票 調査票６ 【幼保小連携・接続や児童の育ちの状況に関する調査】 

発 送 数 484 

有効回収票数 407 

有効回収率 84.1% 
 

（４）県民調査 

調 査 票 調査票７ 【家庭教育や子育てに関する調査】 

発 送 数 1,755 

有効回収票数 1,640 

有効回収率 93.4% 

 

 

４ 調査の構成 
 
（１）幼稚園・保育所・認定こども園調査 

調 査 票 
調査票１ 

【園・所の教育・保育の実施状況， 

子育ての支援等に関する調査】 

調査票２ 
【年長児担任の教育・保育の実施 

状況等に関する調査】 

調査票３ 
【幼児の育ちに関する調査】 

対  象 全園・所の園長・所長 
全園・所の年長児担任 
各１名 

150の園・所の年長児担任 
各１名 

内  容 

教育課程・保育課程等に基
づく教育・保育の実施状
況，子育て支援等について
の質問紙調査 

教育課程・保育課程等に基
づく教育・保育の実施状況
等についての質問紙調査 

任意の１クラスにおける
幼児（年長児）の育ちの状
況についての観察調査 

 

（２）保護者調査 

調 査 票 
調査票４ 

【年長児の育ち，家庭教育や子育ての状況等に 

関する調査】 

調査票５ 
【０～２歳児の家庭教育や子育ての状況等に 

関する調査】 

対  象 150の園・所の年長児の保護者 100の園・所の０～２歳児の保護者 

内  容 
家庭教育や子育ての状況，保護者の意識
についての質問紙調査 

家庭教育や子育ての状況，保護者の意識
についての質問紙調査 

 

（３）小学校・特別支援学校小学部調査 

調 査 票 調査票６ 

【幼保小連携・接続や児童の育ちの状況に関する調査】 

対  象 全公立小学校等の校長 

内  容 
幼保小連携・交流・接続の取組状況，第１学年児童の小学校生活の状況等につい
ての質問紙調査 

 

（４）県民調査 

調 査 票 調査票７ 
【家庭教育や子育てに関する調査】 

対  象 県民（男女別，地域別，年齢別を考慮し抽出） 

内  容 
家庭教育や子育てに関する意識，地域の活動への参加状況及び親への支援の必要
性について，インターネットを活用した調査 

※ 調査結果は設問無回答者を含まないため，上記回収票数と一致しない場合がある。 
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Ⅱ 調査結果の概要 
 

 

 

 

① 幼児の育ちの状況について，年長児担任が「あてはまる」と回答した上位３項目は「セ」

「カ」「サ」，下位３項目は「ソ」「イ」「ス」で，平成 27 年度調査と同様である。【ｐ.10】 
 
＜年長児担任＞ 

上位３項目 下位３項目 

セ 自らやりたいことを見つけて，伸び伸びと遊ぶ 
ソ いざこざ場面などで双方の気持ちを代弁したり，解決

への方法を提案したりしている 

カ 絵本やお話などを興味をもって聞いたり，自分で読ん

だりする 

イ 遊びの進め方を提案したり，それぞれの気持ちや立

場を大切にしたりしながら遊びをすすめている 

サ 園庭の花壇や鉢に植えた草花に水をやったり，飼育

している生き物に餌をやったりして大切にする 

ス 新しいことや苦手なことも物怖じせずやってみようと

する 

 

② 同一の調査内容項目において，園・所ごとに幼児の育ちの状況をみると幼児の育ちに

開きがみられる。開きが大きい上位３項目は「ケ」「ソ」「ウ」，開きが小さい上位３項目

は「サ」「セ」「カ」である。平成 27年度調査と比較して，開きが大きい上位３項目のう

ち１項目（「ケ」）と開きが小さい上位３項目（「サ」「セ」「カ」）は共通している。【ｐ.11】 
 

年度 

項目 
令和元年度 平成 27 年度 

開きが大きい 

上位３項目 

ケ 自信をもって物事に取り組んでいる 

ソ いざこざ場面などで双方の気持ちを代弁した

り，解決への方法を提案したりしている 

ス 新しいことや苦手なことも物怖じせずやってみ

ようとする 

ウ 自分なりに予測や判断したりしたことを，試し

たり確かめたりしようとする 

ア 遊びに集中し，より楽しくなるようなアイデアを

出したり工夫したりする 

開きが小さい 

下位３項目 

サ 園庭の花壇や鉢に植えた草花に水をやったり，飼育している生き物に餌をやったりして大切にす

る 

セ 自らやりたいことを見つけて，伸び伸びと遊ぶ 

カ 絵本やお話などに興味をもって聞いたり，自分で読んだりする 

※各項目の記載は，回答割合の順序ではない。 

 

③ 幼児の育ちの状況について年長児担任と年長児の保護者が「あてはまる」と回答した

項目を比較すると，上位３項目のうち１項目（「セ」），下位３項目のうち２項目（「ソ」「ス」）

は共通している。【ｐ.12】 
 
＜年長児の保護者＞（※年長児担任については上記①を参照。） 

上位３項目 下位３項目 

セ 自らやりたいことを見つけて，伸び伸びと遊ぶ 
ソ いざこざ場面などで双方の気持ちを代弁したり，解決

への方法を提案したりしている 

ア 遊びに集中し，より楽しくなるようなアイデアを出した

り工夫したりする 

ス 新しいことや苦手なことも物怖じせずやってみようと

する 

オ 文字・数量・記号などに興味・関心をもち，遊びや生

活に生かしたり，使ったりしている 

キ 自分の感情を爆発させるのではなく，言葉で自分の
気持ちを伝えたり，相手の思いを聞いたりする 

  

１ 幼児の育ち・基本的生活習慣等の状況 

※各回答の構成比は，設問ごとの回答数を回答者数（無回答を除く。）

で除した百分率を表示している。単一回答の構成比については， 

端数処理の関係で合計100％にならない場合がある。 

※結果掲載の都合上，本紙に掲載している「Ⅱ 調査結果の概要」及び

「Ⅲ 調査結果」と「Ⅳ 資料」の項目の記号が異なる場合がある。 
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④ 幼児の基本的生活習慣等の状況について，年長児の子供が自分からすると保護者が回答

した割合が最も高い項目は「ウ 着脱衣」で，最も低い項目は「コ 整理整頓」であり，平

成27年度調査の結果と同様である。また，約85％の年長児が１時間以上テレビを視聴し，

約 30％の年長児が１時間以上スマートフォンなどでアプリや動画などの視聴や携帯ゲー

ムをしている。【ｐ.13，14】 
 

⑤ 幼児の育ちの状況と基本的生活習慣等の状況との関連について，幼児の基本的生活習慣

等の状況が「高群」の保護者は「低群」の保護者と比較して，幼児の育ちの状況の各項目

について「あてはまる」と回答した割合が高い。【ｐ.15】 

グループごとの開きが大きい上位３項目 差（％） 

キ 自分の感情を爆発させるのではなく，言葉で自分の気持ちを伝えたり相手の思いを聞いたりする 25.7 

ソ いざこざ場面などで双方の気持ちを代弁したり，解決への方法を提案したりしている 24.8 

エ 思いや意見の食い違いが起こっても，相手の思いも聞いて折り合いを付けて遊びををすすめていく 21.4 

 
 
 
 
 

① 家庭での心がけ※について，90％以上の年長児・０～２歳児の保護者が「あてはまる」

と回答している項目は，「ア 基本的生活習慣を身に付ける」，「イ 社会のマナーやルール

を身に付ける」，「エ 子供がのびのびと遊べるようにする」，「セ 子供の成長のペースを

見守り，よいところをのばしていく」，「ソ 子供の話やつぶやきを共感的に聴く」である。

【ｐ.16】 ※「家庭での心がけ」…子育てや家庭教育で大切にしていること，心がけていること 

 

② 幼児の育ちの状況と家庭での心がけの状況との関連について，家庭での心がけの状況

が「高群」の保護者は「低群」の保護者と比較して，幼児の育ちの状況の各項目につい

て「あてはまる」と回答した割合が高い。【ｐ.17】 

 

グループごとの開きが大きい上位３項目 差（％） 

ソ 遊んでいるときにいざこざが起きたとき，双方の気持ちを代弁したり，解決への方法を提案したりし

ている 
27.4 

キ 自分の感情を爆発させるのではなく，思ったこと，感じたこと，したいこと，経験したことなどを言葉で

伝えたり，相手の思いを聞いたりする 
21.8 

エ けんかになっても相手の思いも聞いて，一緒に遊びをすすめている 21.4 

 

③ 子供を育てていてよかったと思うこと，負担に思うことや悩みについて，年長児・０～

２歳児ともに99％以上の保護者が「ア 子供の成長によろこびを感じる」と回答している。 

また，年長児・０～２歳児ともに95％以上の保護者が「イ 子供を育てるのは楽しくて

幸せなことだと思う」と回答している一方で， 50％以上の保護者が「カ 子育てに失敗し

ないように，親としてプレッシャーや焦りを感じることがある」と回答している。【ｐ.18】 

 

 
 
 
 
 

２ 保護者の子育て・家庭教育の状況 
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④【子育てや家庭教育に関する情報の入手方法】 

特にあてはまることの上位３項目は，年長児・０～２歳児の保護者ともに「エ 子育て

仲間や子育て経験のある友人・知人」，「オ 園・所」，「キ ＷＥＢサイト」である。 

【子育てや家庭教育に関する悩みや気になることの相談方法】 

特にあてはまることの上位３項目は，年長児の保護者では，「エ 子育て仲間や子育て経

験のある友人・知人」，「ア 配偶者・パートナー」，「イ あなたや配偶者・パートナーの親」，

０～２歳児の保護者では「エ 子育て仲間や子育て経験のある友人・知人」，「ア 配偶者・

パートナー」，「オ 園・所」であり，２項目（「エ」「ア」）は共通している。【ｐ.19】 
 

⑤【子育てや家庭教育に関する情報の入手内容】 

特にあてはまることの上位３項目は，年長児の保護者では「ア」，「ウ」，「エ」，０～２

歳児の保護者では「ア」，「イ」，「エ」であり，２項目（「ア」「エ」）は共通している 

【子育てや家庭教育に関する悩みや気になることの相談内容】 

特にあてはまることの上位３項目は，年長児の保護者では「ア」，「ウ」，「エ」，０～２

歳児の保護者では「ア」，「イ」，「ウ」であり，２項目（「ア」「ウ」）は共通している。【ｐ.20】 

 
回答者 

項目 
年長児の保護者 ０～２歳児の保護者 

情報の内容 

上位３項目 

ア 子供との関わり方やしつけなどの子育ての方法に関すること 

エ 子供の育ちや健康に関すること 

ウ 子供の行動や性格に関すること イ 子供の生活習慣に関すること 

相談の内容 

上位３項目 

ア 子供との関わり方やしつけなどの子育ての方法に関すること 

ウ 子供の行動や性格に関すること 

エ 子供の育ちや健康に関すること イ 子供の生活習慣に関すること 

※各項目の記載は，回答割合の順序ではない。 

 

⑥ 妊娠期の気持ちを振り返って，96.6％の０～２歳児の保護者が「イ おなかの赤ちゃん

をいとおしく感じた」，「エ 小さな命を大切に育てていかなければならないという使命感

が生まれた」と回答している。 

  また，80％以上の保護者が「カ 子供をどう育てるか考えるのが楽しかった」と回答し

ている一方で，50％以上の保護者が「キ 親になることに不安があった」と回答している。

【ｐ.21】 
 

  ⑦ 妊娠期に期待する支援について，０～２歳児の保護者が回答した上位３項目は「ウ 乳

幼児の育ちの過程や子供への関わり方についての情報提供・学びの場の提供」，「エ 家庭

が力を合わせて育児するための情報提供・学びの場の提供」，「オ 子育て・家庭教育支援

情報の紹介」である。【ｐ.22】 
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① 園・所が乳幼児に対して特に重視して取り組んでいることについて，園長・所長が回答

した上位３項目は，「ア 自分を発揮してのびのびと遊ぶこと」，「ウ 基本的な生活習慣を

身につけること」，「カ 人への思いやりをもつこと」である。【ｐ.23】 
 

② 主体性，遊び込む時間や環境を考慮した指導計画の作成，実施状況について，87.1％の

園長・所長が「ア 作成し，実施している」と回答している。【ｐ.24】 
 

③ 評価の実施状況について，園長・所長が「実施している（「ア 実施しており，結果を公

表している」「イ 実施しているが，結果は公表していない」の合計）」と回答した割合は，

自己評価 85.0％，学校関係者評価 35.5％，第三者評価 30.9％である。平成 27年度調査

と比較して，自己評価は 6.6 ポイント増加し，第三者評価は 1.2 ポイント減少している。

【ｐ.24】 

 

④ 無償化に関する新たな取組について，55.5％の園長・所長が「している，もしくはする

予定」と回答している。その取組内容の上位３項目は，「イ 無償化に関する保護者への説

明」，「ア 無償化に関する職員研修」，「ウ 保育の質の向上につながる取組」である。【ｐ.25】 
 

⑤ 特別な配慮を要する乳幼児について，89.0％の園長・所長が「いる」と回答しており，

平成 27 年度調査と比較して 2.4 ポイント増加している。その配慮内容の上位３項目は，

「ア クラスに加配の職員を配置して対応している」，「キ 環境構成を工夫している」，「カ 

指導計画を工夫している」である。【ｐ.26】 

 

⑥ プランに掲げる「５つの力」の活用について，52.9％の園長・所長が「している」と回

答している。その活用状況として割合が最も高い項目は，「ア 「５つの力」を職員同士で

学び合うような機会がある」である。【ｐ.27】 
 

⑦ 教育・保育実践事例集の活用について，42.2％の園長・所長が「している」と回答して

いる。その活用状況として割合が最も高い項目は，「ア 事例集を職員で読み合う」である。

【ｐ.28】 

 

⑧ 絵本などの読み聞かせについて，89.3％の園長・所長が「ア 毎日」と回答しており，

平成 27 年度調査と比較して 3.2 ポイント減少している。【ｐ.29】 
 

⑨ 保護者へのおすすめ絵本の紹介について，76.5％の園長・所長が「している」と回答し

ており，平成 27 年度調査と比較して 11.6 ポイント増加している。その方法として割合が

最も高い項目は，「エ 絵本の貸出をしている」である。【ｐ.29】 

  

３ 園・所における教育・保育 
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① 教育・保育の実践の課題について，96.9％の年長児担任が「感じている」と回答してい

る。その課題の内容の上位３項目は，「イ 教育・保育内容」，「ウ 環境構成」，「キ 保護者

への対応」である。【ｐ.30】 
 

② 教員・保育士等に特に必要な研修内容について，園長・所長が回答した上位３項目は，

「ア」，「エ」，「ウ」である。 

年長児担任が回答した上位３項目は，「エ」，「サ」，「ア」である。 

園長・所長と年長児担任の回答で，２項目（「ア」，「エ」）は共通している。【ｐ.31】 

 
回答者 

項目 
園長・所長 年長児担任 

上位３項目 

ア 子供の発達の理解や見取り方 

エ 特別な支援を必要とする子供の理解や関わり方 

ウ 環境構成 
サ 小学校との連携の内容や方法，小学校入学

を見通した年長児の指導計画の作り方 

※各項目の記載は，回答割合の順序ではない。 

 

③ 教員・保育士等の資質向上のために必要だと思う研修などに関する仕組みについて，園

長・所長が回答した割合が最も高い項目は，「ウ 公開保育や研究発表会など教育・保育を

学び合う機会」である。【ｐ.32】 

 

④ 教育・保育について振り返り学び合う機会について，76.1％の園長・所長が「行ってい

る」と回答しており，平成 27 年度調査と比較して 26.8 ポイント増加している。その内容

で割合が最も高い項目は，「ア 園・所内で，職員のみで実施」である。【ｐ.33】 

 
 
 
 
 

① 幼保小連携・接続の意義について，90.1％の校長が「ウ 園・所での子供の様子を把握

し，小学校での指導の参考とするため」と回答している。【ｐ.34】 
 

② 園・所の連携・接続の取組状況について，95.1％の園長・所長が「行っている」と回答

しており，平成 27 年度調査と比較して 0.2 ポイント減少している。【ｐ.35】 

 

③ 小学校の連携・接続の取組状況について，56.2％の校長が，「ステップ２」と回答して

いる。【ｐ.35】 

 
ステップ０ 連携の予定・計画がまだない。 

ステップ１ 連携・接続に着手したいが，まだ検討中である。 

ステップ２ 
年数回の授業，行事，研究会などの交流があるが，接続を見通した教育課程の編成・実施は行わ

れていない。 

ステップ３ 
授業，行事，研究会などの交流が充実し，接続を見通した教育課程の編成・実施が行われてい

る。 

ステップ４ 
接続を見通して編成・実施された教育課程について，実施結果を踏まえ，更によりよいものとなる

よう検討が行われている。 

５ 接続のための取組 

４ 資質向上のための取組 



- 8 - 

 

④ 園・所の連携・接続の取組内容について，園長・所長が回答した割合が最も高い項目は，

児童と幼児の交流では「キ 体験入学（授業参観，施設見学のみ）」，教職員の連携では「サ 

入学時期前後の連絡会や聞き取り」，保護者への取組では「ネ 園・所の保護者向けの入学

前小学校授業公開，懇談会，意見交換会など」である。【ｐ.36】 
 

⑤ 小学校の連携・接続の取組内容について，校長が回答した割合が最も高い項目は，児童

と幼児の交流では「イ １,２年生の「生活科」を通した交流」，教職員の連携では「サ 入

学時期前後の連絡会や聞き取り」，保護者への取組では「ネ 園・所の保護者向けの入学前

小学校授業公開，懇談会，意見交換会など」，組織体制づくりでは「ヒ 校内における組織

づくり」である。【ｐ.37】 

 

⑥ 接続カリキュラムの作成・実施について，85.4％の園長・所長が，「ア 作成し，実施し

ている」と回答している。 

また，スタートカリキュラム作成・実施について，39.3％の校長が，「ア 昨年度までに

作成し，今年度実施している」と回答しており，平成 27 年度調査と比較して 18 ポイント

増加している。「イ 今年度作成し，来年度から実施予定」まで含めると，96.6％である。

【ｐ.38】 
 

⑦ スタートカリキュラム作成の検討体制について，79.0％の校長が，「イ 校長，教頭，教

務主任，幼保小連携担当教員等で組織的に検討」と回答している。【ｐ.39】 

 

⑧ スタートカリキュラム作成に関わる取組内容について，校長が回答した上位３項目は，

「ウ 園・所との情報交換の実施」，「イ スタートカリキュラムの意義，考え方，ねらいな

どについて，校内の情報共有や共通理解の促進」，「エ 園・所との年間交流計画の作成」

である。【ｐ.39】 
 

⑨ スタートカリキュラム作成，実施に関わる課題について，49.0％の校長が，「課題があ

る」と回答している。その課題の内容として割合が最も高いのは，「イ 園・所との連携が

難しい」である。【ｐ.40】 
 

⑩ 小学校への接続を意識して年長児への教育・保育について大切にしていることについて，

園長・所長が回答した上位３項目は，「カ 自分の思いや考えを相手に伝えること」，「ウ 他

児と協力したり協調したりすること」，「ア 意欲的に物事に取り組むこと」である。【ｐ.41】 

 

⑪ 小学校への接続を意識して年長児への教育・保育について大切にしていることについて，

年長児担任が回答した上位３項目は，「カ 自分の思いや考えを相手に伝えること」，「ウ 他

児と協力したり協調したりすること」，「サ 人の話を集中して聞くこと」である。【ｐ.42】 

 

⑫ 入学後間もなくの児童に多く見られる姿について，校長が回答した上位３項目は「ア 

意欲的に物事に取り組もうとしている」，「エ 友達と仲良くしようとしている」，「ツ 文

字や数に関心を持っている」である。【ｐ.43】 
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① 保護者からの相談内容について，園長・所長が回答した上位３項目は，「イ 子供の生

活習慣」，「ア 子供との関わり方やしつけなどの子育ての具体的方法」，「ウ 子供の行動

や性格」である。【ｐ.44】 
 

② 園・所に期待する支援について，年長児・０～２歳児の保護者ともに，上位３項目は

「ア 子育てや家庭教育について気軽に相談できる場や機会の提供」，「イ 園・所だより

やクラスだよりなどを通した子育て・家庭教育についての日常的な情報提供」，「キ 親子

で一緒に参加できる行事などの提供」である。【ｐ.45】 

 

③ 乳幼児を育てている保護者に必要な支援について，園長・所長が「あてはまる」と回

答した上位３項目は，「ア 乳幼児の発達や関わり方の理解のための情報提供」，「ウ 子育

てについて気軽に相談できる場や機会の提供」，「イ 乳幼児の発達や関わり方の理解のた

めの体験の場の提供」である。【ｐ.46】 

 

④ 園・所が行っている子育ての支援について，園長・所長が回答した割合が最も高い項

目は，在園児の保護者対象では「サ 行事への参加」，在園児以外の保護者対象では「ア 園

庭開放」である。【ｐ.47】 

 

⑤ 乳幼児を育てる保護者が子育て・家庭教育をゆとりを持ってできるようになるために

必要な取組について，保護者及び県民が最も回答した割合が高い項目は， 

【地域の取組】 

年長児の保護者では「イ」，０～２歳児の保護者では「カ」，県民では「ア」 

【社会全体の取組】 

年長児の保護者では「カ」，０～２歳児の保護者では「カ」，県民では「ア」 

である。【ｐ.48】 

 
取組 

回答者 
地域の取組 社会全体の取組 

年長児 

の保護者 

イ 親子が気軽に集えて交流できる場や行事など

が充実すること 

カ 家庭生活と両立できる職場環境づくりが進む

こと 

０～２歳児

の保護者 

カ 家庭生活と両立できる職場環境づくりが進む

こと 

カ 家庭生活と両立できる職場環境づくりが進む

こと 

県民 
ア 子育てや家庭教育に関する悩みについて，気

軽に相談できる人や場が充実すること 

ア 子育てや家庭教育に関する悩みについて，気

軽に相談できる人や場が充実すること 

 

⑥ 乳幼児を育てている保護者の子育てや家庭教育を支援する必要性について，80.9％の

県民が「必要があると思う」と回答し，平成 27年度調査と比較して 1.4 ポイント増加し

ている。年代別では，10 代及び 70 代以上の回答割合が高い。【ｐ.49】 

 
 
 

 

６ 子育て支援 
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Ⅲ 調査結果 
 

 

① 幼児の育ちの状況（年長児担任：R1-H27） 

回答者（人数） 年長児担任（121人） 

質問内容 

 現在担任している年長児一人一人の様子について，令和元年１０月末までの育ちの姿につ

いて教えてください。一人一人の年長児ごとに，「ア」から「ソ」までの姿について，「１ あては

まる」か「２ あてはまらない」のどちらかを１つずつ選んで，「１」か「２」の番号を記入してくださ

い。 

 

【図１ 幼児の育ちの状況＜年長児担任：R1－H27＞】 

＜調査結果＞ 

 幼児の育ちの状況について年長児担任が「あてはまる」と回答した上位３項目は「セ」「カ」「サ」，下

位３項目は「ソ」「イ」「ス」で，平成27年度調査と同様である。 
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１ 幼児の育ち・基本的生活習慣等の状況 
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し
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り
，
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を
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な
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ら
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び
を
す
す
め
て
い
る 

自
分
な
り
に
予
測
や
判
断
し
た
り
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た
こ
と
を
，
試
し
た
り

確
か
め
た
り
し
よ
う
と
す
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思
い
や
意
見
の
食
い
違
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が
起
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っ
て
も
，
相
手
の
思
い
も
聞

い
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折
り
合
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を
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け
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す
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文
字
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に
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を
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生
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し
た
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自
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自
分
の

気
持
ち
を
伝
え
た
り
相
手
の
思
い
を
聞
い
た
り
す
る 

自
分
と
は
異
な
る
考
え
や
「○
ち
ゃ
ん
は
，
○
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だ
ね
。
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ど
友
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ち
の
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ら
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さ
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認
め
受
け
入
れ
て
い
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信
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も
っ
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物
事
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取
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で
い
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公
共
の
場
で
，
そ
の
場
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ふ
さ
わ
し
い
行
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と
っ
た
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物
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て
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※令和元年度調査の新規項目については【新規】と記載。 

※令和元年度調査で，選択肢の新規追加または表現等を変更した質問

については，平成 27 年度調査の結果との単純な比較はできない

が，平成 27 年度調査の回答結果を参考に掲載している。 
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② 幼児の育ちの状況（園・所の分布状況：R1-H27） 

次の図２は，園・所別に15項目の「あてはまる」の割合を算出し，箱ひげ図※に示したものである。 

  ※箱ひげ図とは，ある集団の値の分布の状況を「箱」と「ひげ」で視覚的に表したものである。箱ひげ図は，分布の形状を確認することに適した図である。 

 

＜箱ひげ図の見方＞ 
●園・所ごとの「あてはまる」の割合を昇順に並べ，小さい数値から１／４，１／２，３／４の位置を算出している。 

  （箱の一番下が第１四分位，一番上が第３四分位を表し，箱内の線が第２四分位（中央値）を表す。） 

●ヒゲの端は最大値，最小値となる。 

●第１四分位と第３四分位の間に，データの50％が含まれるため，箱の長さが長いほど，回答にばらつきがあるといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図２ 幼児の育ちの状況＜園・所の分布状況：R1-H27＞】 

 

＜調査結果＞ 

同一の調査内容項目において，園・所ごとに幼児の育ちの状況をみると幼児の育ちに開きがみられる。

開きが大きい上位３項目は「ケ」「ソ」「ウ」，開きが小さい上位３項目は「サ」「セ」「カ」である。平成

27年度調査と比較して，開きが大きい上位３項目のうち１項目（「ケ」）と開きが小さい上位３項目（「サ」

「セ」「カ」）は共通している。 
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③ 幼児の育ちの状況（年長児担任-年長児の保護者比較） 

回答者（人数） 年長児の保護者（2,005人），年長児担任（121人） 

質問内容 

現在の年長児のお子様について，どのような姿が見られますか。次の「ア」から「ソ」

のそれぞれの項目について，「１ あてはまる」または「２ あてはまらない」のいずれ

かに○をつけてください。（年長児担任の質問内容はｐ.10参照。） 

 

 次の図３は，年長児担任が見た幼児の育ちの状況に対する「あてはまる」の割合と，年長児の保護者が

見た幼児の育ちの状況に対する「あてはまる」の割合を比較したものである。 

 

【図３ 幼児の育ちの状況（年長児担任-年長児の保護者比較）】 

＜調査結果＞ 

 幼児の育ちの状況について年長児担任と年長児の保護者が「あてはまる」と回答した項目を比較する

と，上位３項目のうち１項目（「セ」），下位３項目のうち２項目（「ソ」「ス」）は共通している。 
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④ 基本的生活習慣等の状況 

回答者（人数） 年長児の保護者（2,005人） 

質問内容 

 年長児のお子様の生活習慣について，どのような様子が見られますか。次の「ア」か

ら「コ」のそれぞれの項目について，あてはまるものをそれぞれ１つずつ選び，数字に

○をつけてください。 
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【図４ 基本的生活習慣等の状況】 

＜調査結果＞ 

 幼児の基本的生活習慣等の状況について，年長児の子供が自分からすると保護者が回答した割合が最

も高い項目は「ウ 着脱衣」で，最も低い項目は「コ 整理整頓」であり，平成27年度調査の結果と同様

である。また，約85％の年長児が１時間以上テレビを視聴し，約30％の年長児が１時間以上スマートフ

ォンなどでアプリや動画などの視聴や携帯ゲームをしている。 
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⑤ 幼児の育ちの状況と基本的生活習慣等の状況との関連 

 保護者が見た幼児の育ちの状況に対する回答（ｐ.12）と基本的生活習慣等の状況の回答（ｐ.13－14）

についてクロス集計を行った。 

 

図５は次の手順により作成 

①幼児の基本的生活習慣等（ｐ.13－14）の項目ごとの回答を次のとおり得点化し合計点を算出。 

 選択項目１･･･４点，選択項目２･･･３点，選択項目３･･･２点，選択項目４～６･･･１点 

②合計点により，全体を「高群」，「中群」，「低群」の３グループに分類。その際，各グループの人

数がほぼ均等になるようにした。 

 「高群」：31～40点･･･589人，「中群」：27～30点･･･778人，「低群」：11～26点･･･635人 

③グループごとに，幼児の育ちの状況について「あてはまる」と回答した割合を示した。 

 

  

【図５ 幼児の育ちの状況と基本的生活習慣等の状況との関連】 

＜調査結果＞ 

 幼児の育ちの状況と基本的生活習慣等の状況との関連について，幼児の基本的生活習慣等の状況が「高

群」の保護者は「低群」の保護者と比較して，幼児の育ちの状況の各項目について「あてはまる」と回

答した割合が高い。 

 グループごとの開きが大きい上位３項目は， 

 「キ 自分の感情を爆発させるのではなく，思ったこと，感じたこと，したいこと，経験したことなどを言葉で伝えたり， 

相手の思いを聞いたりする」（25.7％） 

 「ソ 遊んでいるときにいざこざが起きたとき，双方の気持ちを代弁したり，解決への方法を提案したりしている」（24.8％） 

 「エ けんかになっても相手の思いも聞いて，一緒に遊びをすすめている」（21.4％） 

である。 
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① 家庭での心がけ 【新規】（０～２歳児の保護者） 

回答者（人数） 年長児の保護者（2,005人），０～２歳児の保護者（2,052人） 

質問内容 

 ご家庭での子育てや家庭教育で大切にしていること，心がけていることについてお伺
いします。次の「ア」から「ソ」のそれぞれの項目について，「１ とてもあてはまる」
から「４ まったくあてはまらない」の中からあてはまるものを１つずつ選んで，○を
つけてください。 

 

 

【図６ 家庭での心がけ】 

＜調査結果＞ 

 家庭での心がけについて，90％以上の年長児・０～２歳児の保護者が「あてはまる」と回答している

項目は，「ア 基本的生活習慣を身に付ける」，「イ 社会のマナーやルールを身に付ける」，「エ 子供がの

びのびと遊べるようにする」，「セ 子供の成長のペースを見守り，よいところをのばしていく」，「ソ 子

供の話やつぶやきを共感的に聴く」である。 
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セ 子供の成長のペースを見守り，よいところをのばしていく 

ス 様々な人との交流をもつようにする 

シ 子供同士の交流をもつようにする 

サ 子供が最後まで粘り強く取り組み，満足感や達成感を 

味わえるようにサポートする 

コ 子供の「なぜ？どうして？」に対して，自分で考えたり 

気づけるようにする 

ケ 身の回りの自然の現象を味わう 

ク 数や文字を学ぶ 

キ 子供の興味，関心を広げられるような言葉かけをする 

カ 子供を文化施設や文化行事に連れて行く 

オ 絵本の読み聞かせをすること 

エ 子供がのびのびと遊べるようにする 

ウ 親子で一緒に家事などの生活経験をする 

イ 社会のマナーやルールを身に付ける 

ア 基本的生活習慣を身に付ける 

年長児保護者 ０～２歳児保護者 

２ 保護者の子育て・家庭教育の状況 

「１とてもあてはまる」「２わりとあてはまる」 の合計 
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② 幼児の育ちの状況と家庭での心がけの状況との関連 

 保護者が見た幼児の育ちの状況に対する回答（ｐ.12）と家庭での心がけの状況に対する回答（ｐ.16）

についてクロス集計を行った。 

 

図８は次の手順により作成 

①家庭における心がけ（ｐ.16）の項目ごとの回答を次のように得点化し合計点を算出。 

 選択項目１･･･３点，選択項目２･･･２点，選択項目３･･･１点，選択項目４･･･０点 

②合計点により，全体を「高群」，「中群」，「低群」の３グループに分類。 

 「高群」：38～45点･･･492人，「中群」：30～37点･･･892人，「低群」：0～29点･･･614人 

③グループごとに，「あてはまる」と回答した割合を示した。 

 

  

【図７ 幼児の育ちの状況と家庭での心がけの状況との関連】 

 

＜調査結果＞ 

 幼児の育ちの状況と家庭での心がけの状況との関連について，家庭での心がけの状況が「高群」の保

護者は「低群」の保護者と比較して，幼児の育ちの状況の各項目について「あてはまる」と回答した割

合が高い。 

 グループごとの開きが大きい上位３項目は， 

 「ソ 遊んでいるときにいざこざが起きたとき，双方の気持ちを代弁したり，解決への方法を提案したりしている」（27.4％） 

「キ 自分の感情を爆発させるのではなく，思ったこと，感じたこと，したいこと，経験したことなどを言葉で伝えたり， 

相手の思いを聞いたりする」（21.8％） 

 「エ けんかになっても相手の思いも聞いて，一緒に遊びをすすめている」（21.4％） 

である。 
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③ 子育てで感じていること 【新規】（０～２歳児の保護者） 

回答者（人数） 年長児の保護者（2,005人），０～２歳児の保護者（2,052人） 

質問内容 

 子供を育てていてよかったと思うこと，負担に思うことや悩みについて，次の「ア」

から「サ」のそれぞれの項目について，「１ とてもあてはまる」から「４ まったくあ

てはまらない」の中からあてはまるものを１つずつ選んで，○をつけてください。 

 

 

【図８ 子育てで感じていること】 

＜調査結果＞ 

子供を育てていてよかったと思うこと，負担に思うことや悩みについて，年長児・０～２歳児ともに

99％以上の保護者が「ア 子供の成長に喜びを感じる」と回答している。 

また，年長児・０～２歳児ともに95％以上の保護者が「イ 子供を育てるのは楽しくて幸せなことだと

思う」と回答している一方で，50％以上の保護者が「カ 子育てに失敗しないように，親としてプレッシ

ャーや焦りを感じることがある」と回答している。 
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サ 来春の小学校入学に対して，現在の子供の状態に 

不安を感じる 

コ 子供と関わる時間をもっと持つことができたら 

よいのにと感じる 

ケ 子供との関わり方やしつけの仕方に自信が持てず， 

どうしたらよいか分からなくなることがある 

ク 子供が自分ですることを待てないことがあるなど， 

気持ちに余裕をもって子供に接することが難しい 

キ 子供の成長の度合いが気になる 

カ 子育てに失敗しないように，親としてプレッシャーや 

焦りを感じることがある 

オ 子育てによって自分も成長していると感じる 

エ 子供がかわいくてたまらないと思う 

ウ 子供とのふれあいや対話が楽しい 

イ 子供を育てるのは楽しくて幸せなことだと思う 

ア 子供の成長によろこび 

を感じる 

年長児保護者 ０～２歳児保護者 

「１とてもあてはまる」「２わりとあてはまる」の合計 

※「サ」は年長児の保護者のみの項目 
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④ 子育てや家庭教育に関する情報の入手方法及び悩みや気になることの相談方法 

【新規】（０～２歳児の保護者） 

回答者（人数） 年長児の保護者（2,005人），０～２歳児の保護者（2,052人） 

質問内容 

 誰から，または，どのような方法で情報を入手したり，相談したりしていますか。「情

報の入手方法」と「悩みや気になることの相談方法」について，特にあてはまるものを

それぞれ５つまで選んで，○をつけてください。 

 

【図９ 情報の入手方法】         【図10 悩みや気になることの相談方法】 

＜調査結果＞ 

【子育てや家庭教育に関する情報の入手方法】 

特にあてはまることの上位３項目は，年長児・０～２歳児の保護者ともに「エ 子育て仲間や子育て経

験のある友人・知人」，「オ 園・所」，「キ ＷＥＢサイト」である。 

【子育てや家庭教育に関する悩みや気になることの相談方法】 

特にあてはまることの上位３項目は，年長児の保護者では，「エ 子育て仲間や子育て経験のある友人・

知人」，「ア 配偶者・パートナー」，「イ あなたや配偶者・パートナーの親」，０～２歳児の保護者では「エ 

子育て仲間や子育て経験のある友人・知人」，「ア 配偶者・パートナー」，「オ 園・所」であり，２項目

（「エ」「ア」）は共通している。 
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⑤ 子育てや家庭教育に関する情報の入手内容及び悩みや気になることの相談内容 

【新規】（０～２歳児の保護者） 

回答者（人数） 年長児の保護者（2,005人），０～２歳児の保護者（2,052人） 

質問内容 

 主にどのような内容の情報を入手したり，相談していますか。「入手する情報の内容」

と「悩みや気になることの相談内容」について，特にあてはまるものをそれぞれ３つま

で選んで，○をつけてください。 

 

【図11 情報の入手内容】        【図12 悩みや気になることの相談内容】 

＜調査結果＞ 

【子育てや家庭教育に関する情報の入手内容】 

特にあてはまることの上位３項目は，年長児の保護者では「ア」，「ウ」，「エ」，０～２歳児の保護者で

は「ア」，「イ」，「エ」であり，２項目（「ア」「エ」）は共通している 

【子育てや家庭教育に関する悩みや気になることの相談内容】 

特にあてはまることの上位３項目は，年長児の保護者では「ア」，「ウ」，「エ」，０～２歳児の保護者で

は「ア」，「イ」，「ウ」であり，２項目（「ア」「ウ」）は共通している。 
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⑥ 妊娠期の気持ち 【新規】 

回答者（人数） ０～２歳児の保護者（2,052人） 

質問内容 

 あなたの第１子の妊娠期（出産前）を振り返って，当時どのような気持ちでしたか。

次の「ア」から「ケ」のそれぞれの項目について，「１ とてもあてはまる」から「４ ま

ったくあてはまらない」の中からあてはまるものを１つずつ選んで，○をつけてくださ

い。 

 

 

【図13 妊娠期の気持ち】 

 

＜調査結果＞ 

 妊娠期の気持ちを振り返って，96.6％の０～２歳児の保護者が「イ おなかの赤ちゃんをいとおしく感

じた」，「エ 小さな命を大切に育てていかなければならないという使命感が生まれた」と回答している。 

 また，80％以上の保護者が「カ 子供をどう育てるか考えるのが楽しかった」と回答している一方で，

50％以上の保護者が「キ 親になることに不安があった」と回答している。 
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「１とてもあてはまる」「２わりとあてはまる」 の合計 
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⑦ 妊娠期に期待する子育て支援 【新規】 

回答者（人数） ０～２歳児の保護者（2,052人） 

質問内容 

 出産予定の家庭（妊娠期の家庭）に対して，出産後の子育てに備えたどのような支援
があればよいと思いますか。次の「ア」から「カ」のそれぞれの項目について，「１ と
てもあてはまる」から「４ まったくあてはまらない」の中からあてはまるものを１つ
ずつ選んで，○をつけてください。 

 

 

【図14 妊娠期に期待する子育て支援】 

 

＜調査結果＞ 

 妊娠期に期待する支援について，０～２歳児の保護者が回答した上位３項目は「ウ 乳幼児の育ちの過

程や子供への関わり方についての情報提供・学びの場の提供」，「エ 家庭が力を合わせて育児するための

情報提供・学びの場の提供」，「オ 子育て・家庭教育支援情報の紹介」である。 
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「１とてもあてはまる」「２わりとあてはまる」 の合計 
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① 特に重視して取り組んでいること 

回答者（人数） 園長・所長（662人） 

質問内容 
 あなたの園・所で，乳幼児に対して，重視して取り組んでいることは何ですか。次の

中から特にあてはまるものを３つまで選んで，○を記入してください。 

 

 

【図15 特に重視して取り組んでいること】 

 

＜調査結果＞ 

 園・所が乳幼児に対して特に重視して取り組んでいることについて，園長・所長が回答した上位３項

目は，「ア 自分を発揮してのびのびと遊ぶこと」，「ウ 基本的な生活習慣を身につけること」，「カ 人へ

の思いやりをもつこと」である。 
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３ 園・所における教育・保育 

※一部の項目は，平成 27 年度調査の

回答割合を参考として掲載。 
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② 主体性，遊び込む時間や環境を考慮した指導計画の作成，実施状況 【新規】 

回答者（人数） 園長・所長（662人） 

質問内容 
 あなたの園・所では，乳幼児が主体性を発揮し，自らの興味・関心に基づいて，じっ
くりと遊び込むための時間や遊びの環境が用意された指導計画を作成し，実施していま
すか。次の中からあてはまるものを１つ選んで，○を記入してください。 

 

【図16 主体性，遊び込む時間や環境を考慮した指導計画の作成，実施状況】 

＜調査結果＞ 

 主体性，遊び込む時間や環境を考慮した指導計画の作成，実施状況について，87.1％の園長・所長が

「ア 作成し，実施している」と回答している。 

 

③ 評価の実施状況 

回答者（人数） 園長・所長（662人） 

質問内容 
 あなたの園・所では，自己評価や外部評価を実施していますか。それぞれの評価につ
いて，実施状況としてあてはまるものをそれぞれ１つずつ選んで，○を記入してくださ
い。 

 

 

【図17 評価の実施状況】 

＜調査結果＞ 

評価の実施状況について，園長・所長が「実施している（「ア」「イ」の合計）」と回答した割合は，自

己評価85.0％，学校関係者評価35.5％，第三者評価30.9％である。平成27年度調査と比較して，自己評

価は6.6ポイント増加し，第三者評価は1.2ポイント減少している。 

 

○自己評価 …教育・保育の内容や運営について，職員全体で行う評価（学校教育法施行規則 39 条・66 条・68 条，保育所保育指針等） 

○学校関係者評価 …保護者，地域住民等の学校関係者などにより構成された評価委員会等が，自己評価の結果について評価すること

を基本として行う評価（学校教育法施行規則 39 条・67 条・68 条） 

○第三者評価 …国の評価基準ガイドラインを踏まえて都道府県推進組織が定めた評価基準に沿って行う都道府県推進組織の認証を受

けた第三者評価機関が行う評価（社会福祉法第 78 条） 

87.1% 7.1% 5.9% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア 指導計画を作成し，実施している イ 指導計画を作成しているが，実施していない ウ 指導計画を作成していない 

18.8% 

21.0% 

23.1% 

12.1% 

14.5% 

61.9% 

30.2% 

25.0% 

12.7% 

38.9% 

39.5% 

2.4% 

16.9% 

23.6% 

15.2% 

54.8% 

35.7% 

14.8% 

32.3% 

6.7% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成27年度 

令和元年度 

令和元年度 

平成27年度 

令和元年度 

ア 実施しており，結果を

公表している 

イ 実施しているが，結果

は公表していない 

ウ 実施していないが，

実施を検討中 

エ 実施する予定はない 

自己評価 

学校関係者評価 

第三者評価 
※平成 27 年度調査は，

「自己評価」と「第三

者評価」のみ実施 



- 25 - 

④ 無償化に関する新たな取組 【新規】 

回答者（人数） 園長・所長（662人）【新規】 

質問内容 

 あなたの園・所では，幼児教育・保育の無償化に関わって，今年度，新たな取組をし
ていますか，もしくはする予定ですか。取組の有無について，○を記入し，「している，
もしくはする予定」の場合は，「ア」から「コ」の項目についてあてはまるものを全て
選んで，○を記入してください。 

 

【図18 無償化に関する新たな取組の有無】 

 

 

【図19 無償化に関する新たな取組内容】 

 

＜調査結果＞ 

無償化に関する新たな取組について，55.5％の園長・所長が「している，もしくはする予定」と回答

している。その取組内容の上位３項目は，「イ 無償化に関する保護者への説明」，「ア 無償化に関する職

員研修」，「ウ 保育の質の向上につながる取組」である。 

 

  

55.5% 44.5% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

している， 

もしくはする予定 

特にしない 

6.6% 

7.4% 

9.9% 

9.9% 

14.9% 

15.7% 

32.5% 

51.2% 

51.2% 

84.3% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

コ その他 

カ 外部評価（学校関係者評価， 

第三者評価など）の開始 

エ 自己評価の開始 

キ 既存の外部評価（学校関係者評価， 

第三者評価など）の内容の充実 

ク 事務量の増加に伴う事務職員の 

新規雇用や人数の増員 

ケ 入所児童の受け入れ増加に伴う 

職員の新規雇用や人数の増加 

オ 既存の自己評価の内容の充実 

ウ 保育の質の向上につながる取組 

ア 無償化に関する職員研修 

イ 無償化に関する保護者への説明 
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⑤ 特別な配慮を要する乳幼児の有無と配慮内容 

回答者（人数） 園長・所長（662人） 

質問内容 

 あなたの園・所では，特別な配慮が必要な乳幼児（障害やその疑いがある乳幼児や，
海外からの帰国や外国籍などで日本語習得が困難な乳幼児）がいますか。対象の乳幼児
がいるかいないかについて，○を記入し，「いる」の場合は，「ア」から「コ」の項目に
ついてあてはまるものを全て選んで，○を記入してください。 

 

 

【図20 特別な配慮を要する乳幼児の有無】 

 

 

【図 21 特別な配慮を要する乳幼児への配慮内容】 

＜調査結果＞ 

 特別な配慮を要する乳幼児について，89.0％の園長・所長が「いる」と回答しており，平成27年度調

査と比較して2.4ポイント増加している。その配慮内容の上位３項目は，「ア クラスに加配の職員を配置

して対応している」，「キ 環境構成を工夫している」，「カ 指導計画を工夫している」である。 

 

 

86.6% 

89.0% 

13.4% 

11.0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成27年度 

令和元年度 
いる 

いない 

5.5% 

1.1% 

15.9% 

37.5% 

47.6% 

6.5% 

0.5% 

2.4% 

16.1% 

25.5% 

29.2% 

50.9% 

51.3% 

62.1% 

66.7% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

コ その他 

ケ 特別な配慮が必要な乳幼児はいるが，特別な配慮はしていない 

（H27：特別な要員，ボランティア，保護者などの介助はない） 

ウ 該当の乳幼児の保護者が対応している 

（Ｈ27：保護者が介助をしている） 

エ 複数担任や１クラスの乳幼児数を減らすなどして対応している 

（Ｈ27：複数担任や学級・クラスの園児数を減らすなど 

学級・クラス編成上の配慮により対応している） 

オ 該当の乳幼児やその保護者に合わせた 

ツールや配付物を用意している 

ク 外部の支援者，サービスを利用している 

イ フリーの職員（施設長，主任などを含む）が対応している 

（Ｈ27：学級・クラス担任をもたないフリー 

の保育者や園長、主任が対応している） 

カ 指導計画を工夫している 

キ 環境構成を工夫している 

ア クラスに加配の職員を配置して対応している 

（Ｈ27：特別な要員を配置している） 

令和元年度 平成27年度 ※一部の項目は，平成 27 年度調査の回答割合を

参考として掲載。 
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⑥ プランに掲げる「５つの力」の活用 【新規】 

回答者（人数） 園長・所長（662人） 

質問内容 

 あなたの園・所では，広島県が策定した「『遊び 学び 育つひろしまっ子！』推進プ
ラン」にある「５つの力」について，教育・保育の取組に活用していますか。活用の有
無について，○を記入し，「している」の場合は，「ア」から「オ」の項目についてあて
はまるものを全て選んで，○を記入してください。 

 

【図22 「５つの力」の活用の有無】 

 

 

【図23 「５つの力」の活用状況】 

 

 

＜調査結果＞ 

 プランに掲げる「５つの力」の活用について，52.9％の園長・所長が「している」と回答している。

その活用状況として割合が最も高い項目は，「ア 「５つの力」を職員同士で学び合うような機会がある」

である。 

 

 

 

  

52.9% 47.1% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

している 

特にしていない 

3.8% 

28.9% 

36.2% 

46.4% 

56.6% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

オ その他 

エ 教育・保育の内容を保護者や外部に伝える 

際に，「５つの力」を使って伝えている 

ウ 「５つの力」で，日々の教育・ 

保育の振り返りをしている 

イ 「５つの力」を指導計画に 

盛り込んでいる 

ア 「５つの力」を職員同士で 

学び合うような機会がある 
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⑦ 教育・保育実践事例集の活用 【新規】 

回答者（人数） 園長・所長（662人） 

質問内容 

 あなたの園・所では，広島県が作成した「『遊び 学び 育つひろしまっ子！』教育・
保育実践事例集」について，教育・保育の取組に活用していますか。活用の有無につい
て，○を記入し，「している」の場合は，「ア」から「オ」の項目についてあてはまるも
のを全て選んで，○を記入してください。 

 

【図24 教育・保育実践事例集の活用の有無】 

 

 

【図25 教育・保育実践事例集の活用状況】 

 

 

＜調査結果＞ 

 教育・保育実践事例集の活用について，42.2％の園長・所長が「している」と回答している。その活

用状況として割合が最も高い項目は，「ア 事例集を職員で読み合う」である。 

 

 

  

42.2% 57.8% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

している 

特にしていない 

4.8% 

23.4% 

34.9% 

37.5% 

43.1% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

オ その他 

イ 事例集を参考に，指導 

計画を作成している 

エ 事例集を参考に，自園・所の事例 

を検討するような機会がある 

ウ 事例集を参考に，エピソード 

記録などを作成している 

ア 事例集を職員で読み合う 
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⑧ 絵本などの読み聞かせの実施状況 

回答者（人数） 園長・所長（662人） 

質問内容 
 あなたの園・所では，平日１週間（月～金の５日間）あたり，どの程度絵本や物語な
どの読み聞かせをしていますか。（ただし，土曜日及び行事のある日など特別な場合は
除く。）あてはまるものを１つ選んで，○を記入してください。 

 

 
【図26 絵本などの読み聞かせの実施状況】 

＜調査結果＞ 

 絵本などの読み聞かせについて，89.3％の園長・所長が「ア 毎日」と回答しており，平成27年度調査

と比較して3.2ポイント減少している。 

 

⑨ 保護者へのおすすめ絵本の紹介 

回答者（人数） 園長・所長（662人） 

質問内容 
 あなたの園・所では，保護者におすすめの絵本を紹介していますか。紹介の有無につ
いて，○を記入し，「している」の場合は，下の内容についてあてはまるものを全て選
んで，○を記入してください。 

 

 

【図27 保護者へのおすすめ絵本の紹介の有無】 

 
【図28 保護者へのおすすめ絵本の紹介方法】 

＜調査結果＞ 

 保護者へのおすすめ絵本の紹介について，76.5％の園長・所長が「している」と回答しており，平成

27年度調査と比較して11.6ポイント増加している。その方法として割合が最も高い項目は，「エ 絵本の

貸出をしている」である。 
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ウ 週に１～３日程度 

エ していない 

64.9% 

76.5% 

35.1% 

23.5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成27年度 
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オ その他 

ウ 保護者と直接やり取りする中で， 

口頭で紹介している 

イ 園・所内の掲示や絵本コーナー 

などの展示で紹介している 

ア おたよりなどの保護者へ配付 

する資料で紹介している 

エ 絵本の貸出をしている 
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① 教育・保育の実践の課題 

回答者（人数） 年長児担任（640人） 

質問内容 

 あなたは，日々の教育・保育の実践において，課題を感じていますか。課題の有無に

ついて，○を記入し，「感じている」の場合は，「ア」から「ケ」の項目についてあては

まるものを全て選んで，○を記入してください。 

 

 

【図29 実践での課題の有無】 

 

 

【図30 実践での課題の内容】 

＜調査結果＞ 

 教育・保育の実践の課題について，96.9％の年長児担任が「感じている」と回答している。その課題

の内容の上位３項目は，「イ 教育・保育内容」，「ウ 環境構成」，「キ 保護者への対応」である。 
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感じている 

特に感じていない 

38.7% 

63.7% 

45.2% 
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45.0% 

46.8% 

48.6% 

50.2% 

67.3% 

75.1% 

82.3% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ケ その他 

ク 上司や同僚との関係 

オ 記録の取り方，活用の仕方 

エ 指導計画の書き方 

（Ｈ27：指導計画の作成から改善） 

ア 乳幼児理解や乳幼児の姿の見取り方 

カ 小学校との連携 

キ 保護者への対応 

ウ 環境構成 

イ 教育・保育内容 

令和元年度 平成27年度 

４ 資質向上のための取組 

※一部の項目は，平成 27 年度調査の

回答割合を参考として掲載。 
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② 教員・保育士等に特に必要な研修内容 

回答者（人数） 園長・所長（662人），年長児担任（640人） 

質問内容 
 教員・保育士等の資質向上のために，必要な研修内容は何ですか。「ア」から「セ」

の項目の中から特にあてはまるものを３つまで選んで，○を記入してください。 

 

【図31 教員・保育士等に特に必要な研修内容（園長・所長－年長児担任比較）】 

 

＜調査結果＞ 

 教員・保育士等に特に必要な研修内容について，園長・所長が回答した上位３項目は，「ア」，「エ」，

「ウ」である。 

年長児担任が回答した上位３項目は，「エ」，「サ」，「ア」である。 

園長・所長と年長児担任の回答で，２項目（「ア」，「エ」）は共通している。 
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セ その他 

ス 法律，制度 

（Ｈ27①：幼児教育に関する国等の施策） 

（H27②：子ども・子育て支援新制度） 

シ 保育の質の評価 

サ 小学校との連携の内容や方法，小学校入学を 

 見通した年長児の指導計画の作り方 

（Ｈ27：小学校との連携・接続） 

コ 指導計画の作成 

ケ 保健衛生・安全対策 

ク 食育・アレルギー対応 

キ 保護者支援・子育て支援の内容や方法 

（H27①：園の保護者への子育て支援） 

（H27②：地域の保護者への子育て支援） 

カ 保育技術の内容や方法 

（Ｈ27：保育技術の向上） 

オ 運動，遊びの実技演習 

エ 特別な支援を必要とする子供の理解や関わり方 

（Ｈ27：特別な支援を必要とする子供の保育） 

ウ 環境構成 

イ 子供への関わり方 

（H27①：幼児（３歳～５歳）の保育内容，方法） 

（H27②：幼児（０歳～２歳）の保育内容，方法） 

ア 子供の発達の理解や見取り方 

（Ｈ27：子供の発達） 

令和元年度 平成27年度 
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園長・所長 年長児担任 

※一部の項目は，平成 27 年度調査の

回答割合を参考として掲載。 
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③ 研修に関して必要な仕組み 

回答者（人数） 園長・所長（662人） 

質問内容 

 あなたの園・所の教員・保育士等の資質向上のために必要だと思う研修などに関する

仕組みはどのようなものですか。「ア」から「ク」の項目の中からあてはまるものを全

て選んで，○を記入してください。 

 

【図32 研修に関して必要な仕組み】 

 

＜調査結果＞ 

 教員・保育士等の資質向上のために必要だと思う研修などに関する仕組みについて，園長・所長が回

答した割合が最も高い項目は，「ウ 公開保育や研究発表会など教育・保育を学び合う機会」である。 
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45.5% 

44.6% 

3.8% 

7.0% 

26.5% 

35.1% 

46.8% 

52.9% 

67.1% 

69.5% 
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ク その他 

エ 他の園・所や小学校などへの長期派遣研修 

（Ｈ27：長期研修制度） 

キ 研修参加による資格認定，処遇向上 

（Ｈ27：研修に参加することで認定 

資格などをもらえる仕組み） 

イ 学校など教育機関との合同研修 

（Ｈ27：小学校や中学校などとの合同研修） 

オ 幼児教育アドバイザーによる訪問 

ア 他の園・所との合同研修 

カ 研修に参加する機会の確保 

（H27①：園内研修を実施する機会の保証 

（H27②：園外研修を実施する機会の保証） 

ウ 公開保育や研究発表会など教育・ 

保育を学び合う機会 

（Ｈ27：公開保育や研究発表会など， 

保育を見合う機会） 

令和元年度 平成27年度 ※一部の項目は，平成 27 年度調査の

回答割合を参考として掲載。 
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④ 振り返り学び合う機会 

回答者（人数） 園長・所長（662人） 

質問内容 

 あなたの園・所では，教育・保育について，職員が振り返り学び合うような機会（日
常的な職員同士のやり取りとは別に設けた研修会や公開保育など）がありますか。機会
の有無について，○を記入し，「行っている」の場合は，「ア」から「エ」の項目につい
てあてはまるものを全て選んで，○を記入してください。 

 

 

【図33 振り返り学び合う機会の有無】 

 

 

【図34 振り返り学び合う機会の状況】 

 

＜調査結果＞ 

 教育・保育について振り返り学び合う機会について，76.1％の園長・所長が「行っている」と回答し

ており，平成27年度調査と比較して26.8ポイント増加している。その内容で割合が最も高い項目は，「ア 

園・所内で，職員のみで実施」である。 
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76.1% 

50.7% 

23.9% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成27年度 

令和元年度 

行っている 

特に行っていない 

43.5% 

56.5% 

7.4% 

21.8% 

55.1% 

83.6% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

エ その他 

ウ 園・所外からの参加者を受け入れ， 

公開保育を実施 

イ 園・所内で，外部講師を招いて実施 

ア 園・所内で，職員のみで実施 

令和元年度 

平成27年度 

※一部の項目は，

平成27年度調査

の回答割合を参

考として掲載。 
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① 幼保小連携・接続の意義 

回答者（人数） 校長（407人） 

質問内容 
 貴校では，幼保小連携・接続について，どのような意義があると思いますか。「ア」

から「ク」の項目の中からあてはまるものを全て選んで，○を記入してください。 

 

 

【図35 幼保小連携・接続の意義】 

 

＜調査結果＞ 

 幼保小連携・接続の意義について，90.1％の校長が「ウ 園・所での子供の様子を把握し，小学校での

指導の参考とするため」と回答している。 

 

  

29.3% 

44.9% 

30.7% 

54.9% 

49.9% 

93.9% 

2.0% 

47.0% 

50.5% 

82.3% 

83.5% 

83.7% 

86.5% 

90.1% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ク その他 

エ 入学までに必要な事項を確認するため 

カ 保護者の期待や不安に応える 

ための方法を明確にするため 

オ 小学校入学後の学習や学校 

生活での課題に対応するため 

（Ｈ27：小学校の学習・生活への 

不適応があるため） 

イ 教育・保育内容や指導方法などに 

ついて相互理解を深めるため 

キ 特別な支援を要する子供に対応するため 

ア 子供の発達や学びの連続性を見通した 

教育課程を編成するため 

（Ｈ27：子供の発達や学びの連続性を保障する 

接続した教育課程を編成するため） 

ウ 園・所での子供の様子を把握し， 

小学校での指導の参考とするため 

令和元年度 平成27年度 

５ 接続のための取組 

※一部の項目は，平成 27 年度調査の

回答割合を参考として掲載。 
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② 園・所の連携・接続の取組状況 

回答者（人数） 園長・所長（662人） 

質問内容 
 あなたの園・所では，小学校との連携・接続の取組を行っていますか。取組の有無に

ついて，○を記入してください。 

 

【図36 園・所の連携・接続の取組状況】 

＜調査結果＞ 

 園・所の連携・接続の取組状況について，95.1％の園長・所長が「行っている」と回答しており，平

成27年度調査と比較して0.2ポイント減少している。 

 

③ 小学校の連携・接続の取組状況 

回答者（人数） 校長（407人） 

質問内容 
 貴校の幼保小連携・接続の取組はどのような状況ですか。取組の状況について，○を

記入してください。 

 

【表１ 小学校の連携・接続の取組状況】 

ステップ 取組状況 回答割合 

０ 連携の予定・計画がまだない。 2.5％ 

１ 連携・接続に着手したいが，まだ検討中である。 3.5％ 

２ 
年数回の授業，行事，研究会などの交流があるが，接続を見通した教育課程の編

成・実施は行われていない。 
56.2％ 

３ 
授業，行事，研究会などの交流が充実し，接続を見通した教育課程の編成・実施

が行われている。 
30.7％ 

４ 
接続を見通して編成・実施された教育課程について，実施結果を踏まえ，更によ

りよいものとなるよう検討が行われている。 
7.2％ 

 

＜調査結果＞ 

 小学校の連携・接続の取組状況について，56.2％の校長が「ステップ２」と回答している。 
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④ 園・所の連携・接続の取組内容 

回答者（人数） 園長・所長（662人） 

質問内容 
 あなたの園・所の小学校との連携・接続の取組内容について，「ア」から「ノ」の項
目の中からあてはまるものを全て選んで○を記入してください。 

 

【図37 園・所の連携・接続の取組内容】 

＜調査結果＞ 

 園・所の連携・接続の取組内容について，園長・所長が回答した割合が最も高い項目は，児童と幼児
の交流では「キ 体験入学（授業参観，施設見学のみ）」，教職員の連携では「サ 入学時期前後の連絡会
や聞き取り」，保護者への取組では「ネ 園・所の保護者向けの入学前小学校授業公開，懇談会，意見交
換会など」である。 

2.6% 

15.3% 

6.1% 

2.9% 

3.7% 

4.1% 

0.8% 

69.2% 

19.6% 

29.4% 

17.9% 

40.3% 

38.9% 

78.1% 

54.5% 

14.7% 

11.9% 

55.9% 

9.8% 

1.7% 

21.6% 

16.8% 

21.6% 

39.4% 

4.5% 

17.7% 

5.3% 

3.1% 

7.1% 

4.1% 

5.0% 

23.7% 

61.3% 

29.2% 

45.9% 

31.4% 

56.9% 

46.8% 

88.7% 

67.3% 

12.0% 

14.3% 

59.2% 

6.8% 

2.3% 

7.1% 
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55.9% 

55.6% 
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ノ．その他 

ネ．園・所の保護者向けの入学前小学校 

授業公開，懇談会，意見交換会など 

ヌ．保護者対象の講演会などを合同で実施 

ニ．その他 

ナ．小学校教員による保育体験 

ト．小学校教員による園児指導 

テ．園・所の教員・保育士等による小学校 

での出前授業，ＴＴ授業体験 

ツ．園・所，小学校合同でのカリキュラムの作成 

チ．園・所，小学校合同での連携・接続 

のための協議会や情報交換会 

タ．交流活動についての振り返り 

ソ．交流活動についての打合せ 

セ．園・所，小学校合同での研修 

ス．保育・授業の相互参観 

シ．学校だより，園・所だよりを通した交流 

サ．入学時期前後の連絡会や聞き取り 

コ．行事を通した交流 

ケ．その他 

ク．体験入学（学習や給食，掃除など 

への参加体験あり） 

キ．体験入学（授業参観，施設見学のみ） 

カ．休憩時間を活用した交流 

オ．児童のクラブ活動や委員会活動を通した交流 

エ．「生活科」，「総合的な学習の時間」以外の教科などを通した交流 

（H27：生活科や国語科・社会科などの教科を通しての交流） 

ウ．３年生以上の「総合的な学習の 

時間」を通した交流 

イ．１，２年生の「生活科」を通した交流 

（H27：生活科や国語科・社会科などの教科を通しての交流） 

ア．行事を通した交流 

令和元年度 平成27年度 
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※一部の項目は，平成 27 年度調査の回答割合を

参考として掲載。 
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⑤ 小学校の連携・接続の取組内容 

回答者（人数） 校長（407人） 

質問内容 
 貴校の幼保小連携・接続の取組内容について，「ア」から「ヘ」の項目の中からあて
はまるものを全て選んで○を記入してください。 

 

 
＜調査結果＞ 
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ヘ．その他 

フ．小学校区等を単位とした組織づくり 

ヒ．校内における組織づくり 

ハ．その他 

ノ．スタートカリキュラムについての説明 

ネ．園・所の保護者向けの入学前小学校 

授業公開，懇談会，意見交換会など 

ヌ．保護者対象の講演会などを合同で実施 

ニ．その他 

ナ．小学校教員による保育体験 

ト．小学校教員による園児指導 

テ．園・所の教員・保育士等による小学校 

での出前授業，ＴＴ授業体験 

ツ．園・所，小学校合同でのカリキュラムの作成 

チ．園・所，小学校合同での連携・接続 

のための協議会や情報交換会 

タ．交流活動についての振り返り 

ソ．交流活動についての打合せ 

セ．園・所，小学校合同での研修 

ス．保育・授業の相互参観 

シ．学校だより，園・所だよりを通しての交流 

サ．入学時期前後の連絡会や聞き取り 

コ．行事を通した交流 

ケ．その他 

ク．体験入学（学習や給食，掃除など 

への参加体験あり） 

キ．体験入学（授業参観，施設見学のみ） 

カ．休憩時間を活用した交流 

オ．児童のクラブ活動や委員会活動を通した交流 

エ．「生活科」，「総合的な学習の時間」以外の教科などを通した交流 

（H27：生活科や国語科・社会科などの教科を通しての交流） 

ウ．３年生以上の「総合的な学習の 

時間」を通した交流 

イ．１，２年生の「生活科」を通した交流 

（H27：生活科や国語科・社会科などの教科を通しての交流） 

ア．行事を通した交流 

令和元年度 平成27年度 
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学
校
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流 
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※一部の項目は，平成 27 年度調査の回答割合を

参考として掲載。 

保
護
者
へ
の
取
組 

組
織
体
制
づ
く
り 

【図38 小学校の連携・接続の取組内容】 

 

小学校の連携・接続の取組内容について，校長が回答した割合が最も高い項目は，児童と幼児の交流
では「イ １,２年生の「生活科」を通した交流」，教職員の連携では「サ 入学時期前後の連絡会や聞き
取り」，保護者への取組では「ネ 園・所の保護者向けの入学前小学校授業公開，懇談会，意見交換会な
ど」，組織体制づくりでは「ヒ 校内における組織づくり」である。 
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⑥ 接続カリキュラムの作成・実施状況 

回答者（人数） 園長・所長（662人） 

質問内容 

 あなたの園・所では，小学校入学を見通した年長児の指導計画を作成，実施していま

すか。「ア」から「ウ」の項目の中からあてはまるものを１つ選んで，○を記入してく

ださい。 

 

 

【図39 小学校入学を見通した年長児の指導計画の作成・実施状況】 

 

 

回答者（人数） 校長（407人） 

質問内容 
 貴校では，スタートカリキュラムを作成，実施していますか。「ア」から「ウ」の項

目の中からあてはまるものを１つ選んで，○を記入してください。 

 

 

 

【図40 スタートカリキュラム作成・実施状況】 

 

＜調査結果＞ 

接続カリキュラムの作成・実施について，85.4％の園長・所長が，「ア 作成し，実施している」と回

答している。 

また，スタートカリキュラム作成・実施について，39.3％の校長が，「ア 昨年度までに作成し，今年

度実施している」と回答しており，平成27年度調査と比較して18ポイント増加している。「イ 今年度作

成し，来年度から実施予定」まで含めると，96.6％である。 

※スタートカリキュラム作成・実施については，令和２年度から全面実施される新学習指導要領において編成を

求められている。 
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⑦ スタートカリキュラム作成の検討体制 【新規】 

回答者（人数） 校長（407人） 

質問内容 

（スタートカリキュラムを作成・実施している，実施予定の場合） 
 貴校では，スタートカリキュラムの作成についてどのような体制で検討しています
か。もしくは検討する予定ですか。「ア」から「ウ」の項目の中からあてはまるものを
１つ選んで，○を記入してください。 

 

 

【図41 スタートカリキュラム作成の検討体制】 

＜調査結果＞ 

 スタートカリキュラム作成の検討体制について，79.0％の校長が，「イ 校長，教頭，教務主任，幼保

小連携担当教員等で組織的に検討」と回答している。 

 

⑧ スタートカリキュラム作成に関わる取組内容 【新規】 

回答者（人数） 校長（407人） 

質問内容 

（スタートカリキュラムを作成・実施している，実施予定の場合） 
 貴校では，スタートカリキュラムの作成にあたってどのような取組をしていますか，
もしくはする予定ですか。「ア」から「キ」の項目の中からあてはまるものを全て選ん
で，○を記入してください。 

 

 

【図42 スタートカリキュラム作成に関わる取組内容】 

＜調査結果＞ 

 スタートカリキュラム作成に関わる取組内容について，校長が回答した上位３項目は，「ウ 園・所と

の情報交換の実施」，「イ スタートカリキュラムの意義，考え方，ねらいなどについて，校内の情報共有

や共通理解の促進」，「エ 園・所との年間交流計画の作成」である。 
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キ その他 

オ 校内の環境構成の整備 

カ 保護者への説明 

ア 乳幼児期の教育・保育に 

ついての理解の促進 

エ 園・所との年間交流計画の作成 

イ スタートカリキュラムの意義，考え方，ねらいなど 

について，校内の情報共有や共通理解の促進 

ウ 園・所との情報交換の実施 
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⑨ スタートカリキュラム作成，実施に関わる課題 【新規】 

回答者（人数） 校長（407人） 

質問内容 

 貴校では，スタートカリキュラムの作成，実施にあたって課題がありますか。課題の

有無について○を記入し，「課題がある」の場合は，「ア」から「エ」の項目についてあ

てはまるものを全て選んで，○を記入してください。 

 

 

【図43 スタートカリキュラム作成，実施に関わる課題の有無】 

 

 

【図44 スタートカリキュラム作成，実施に関わる課題の内容】 

 

＜調査結果＞ 

 スタートカリキュラム作成，実施に関わる課題について，49.0％の校長が「課題がある」と回答して

いる。その課題の内容として割合が最も高いのは，「イ 園・所との連携が難しい」である。 

 

 

  

49.0% 51.0% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

課題がある 

特に課題はない 

14.7% 

23.4% 

31.0% 

61.4% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

エ その他 

ア 校内での情報共有や共通理解が難しい 

ウ 校内の環境構成の整備が難しい 

イ 園・所との連携が難しい 
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⑩ 小学校への接続を意識して特に大切にしていること（園長・所長） 

回答者（人数） 園長・所長（662人） 

質問内容 

 あなたの園・所では，年長児への教育・保育について，小学校への接続を意識して，

どのようなことを大切にしていますか。「ア」から「ネ」の項目の中から特にあてはま

るものを５つまで選んで，○を記入してください。 

 

【図45 小学校への接続を意識して特に大切にしていること（園長・所長）】 

＜調査結果＞ 

小学校への接続を意識して年長児への教育・保育について大切にしていることについて，園長・所長

が回答した上位３項目は，「カ 自分の思いや考えを相手に伝えること」，「ウ 他児と協力したり協調した

りすること」，「ア 意欲的に物事に取り組むこと」である。 
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9.6% 

10.1% 
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14.6% 

19.1% 

23.9% 

29.6% 

32.1% 

35.5% 

43.9% 

51.5% 

56.7% 

59.7% 

71.3% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ネ その他 

ニ 鉛筆の持ち方，はさみの使い方などの技能を身につけること 

コ 時と場に応じた言葉使いをすること 

（Ｈ27：きちんとした言葉使いをすること） 

ス 排泄が自立すること 

（Ｈ27：排便の自立） 

テ 箸の持ち方や食事のマナーを身につけること 

ツ 好き嫌いをしないで食べること 

ナ 文字や数に関心を持つこと 

（Ｈ27：文字や数の指導をすること） 

タ 絵本や物語などを興味をもって聞くこと 

オ すすんで体を動かすこと 

チ 時間を守って行動すること 

セ 衣類の着脱や身の回りの整理整頓をすること 

ト 必要な時に落ち着いて椅子に座っていること 

（Ｈ27：きちんと椅子に座ること） 

シ 早寝早起きをすること 

ク 物事の善悪の判断をすること 

エ 友達と仲良くすること 

ヌ 話を聞くとき，遊ぶときなどの気持ちの切り替えをすること 

（Ｈ27：話を聞くとき，遊ぶときの区切りをつけること） 

ソ 自分のことは自分ですること 

イ 物事を最後までやり遂げること 

キ きまり・ルールを守ること 

（Ｈ27：簡単なきまりを守ること） 

ケ あいさつや返事をすること 

サ 人の話を集中して聞くこと 

ア 意欲的に物事に取り組むこと 

ウ 他児と協力したり協調したりすること 

（Ｈ27：協力したり協調したりすることができること） 

カ 自分の思いや考えを相手に伝えること 

令和元年度 平成27年度 ※一部の項目は，平成 27 年度調査の回答割合を

参考として掲載。 
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⑪ 小学校への接続を意識して特に大切にしていること（年長児担任） 

回答者（人数） 年長児担任（640人） 

質問内容 

 あなたの園・所では，年長児への教育・保育について，小学校への接続を意識して，

どのようなことを大切にしていますか。「ア」から「ネ」の項目の中から特にあてはま

るものを５つまで選んで，○を記入してください。 

 

 

【図46 小学校への接続を意識して特に大切にしていること（年長児担任）】 

＜調査結果＞ 

小学校への接続を意識して年長児への教育・保育について大切にしていることについて，年長児担任

が回答した上位３項目は，「カ 自分の思いや考えを相手に伝えること」，「ウ 他児と協力したり協調した

りすること」，「サ 人の話を集中して聞くこと」である。 
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32.6% 

44.6% 

46.8% 

53.2% 

60.9% 

79.1% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ネ その他 

ス 排泄が自立すること 

（Ｈ27：排便の自立） 

ニ 鉛筆の持ち方，はさみの使い方などの技能を身につけること 

ツ 好き嫌いをしないで食べること 

タ 絵本や物語などを興味をもって聞くこと 

オ すすんで体を動かすこと 

ナ 文字や数に関心を持つこと 

（Ｈ27：文字や数の指導をすること） 

シ 早寝早起きをすること 

テ 箸の持ち方や食事のマナーを身につけること 

コ 時と場に応じた言葉使いをすること 

（Ｈ27：きちんとした言葉使いをすること） 

セ 衣類の着脱や身の回りの整理整頓をすること 

エ 友達と仲良くすること 

ト 必要な時に落ち着いて椅子に座っていること 

（Ｈ27：きちんと椅子に座ること） 

チ 時間を守って行動すること 

ク 物事の善悪の判断をすること 

ケ あいさつや返事をすること 

キ きまり・ルールを守ること 

（Ｈ27：簡単なきまりを守ること） 

ソ 自分のことは自分ですること 

イ 物事を最後までやり遂げること 

ヌ 話を聞くとき，遊ぶときなどの気持ちの切り替えをすること 

（Ｈ27：話を聞くとき，遊ぶときの区切りをつけること） 

ア 意欲的に物事に取り組むこと 

サ 人の話を集中して聞くこと 

ウ 他児と協力したり協調したりすること 

（Ｈ27：協力したり協調したりすることができること） 

カ 自分の思いや考えを相手に伝えること 

令和元年度 平成27年度 ※一部の項目は，平成 27 年度調査の回答割合を

参考として掲載。 
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⑫ 入学後間もなくの児童に多く見られる姿 【新規】 

回答者（人数） 校長（407人） 

質問内容 

 貴校で，入学後間もなくの児童に多く見られるのは，どのような姿ですか。次の「ア」

から「ト」のそれぞれの項目について，「１ よく見られる」から「４ まったく見られ

ない」の中からあてはまるものを１つずつ選んで，○を記入してください。 

 

 

【図47 入学後間もなくの児童に多く見られる姿】 

 

＜調査結果＞ 

入学後間もなくの児童に多く見られる姿について，校長が回答した上位３項目は「ア 意欲的に物事に

取り組もうとしている」，「エ 友達と仲良くしようとしている」，「ツ 文字や数に関心を持っている」

である。 
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ト 授業と休憩時間など，場面に応じて 

気持ちの切り替えをしている 

テ 鉛筆の持ち方，はさみの使い方 

などの技能が身についている 

ツ 文字や数に関心を持っている 

チ 授業などで落ち着いて椅子に座っている 

タ 箸の持ち方や食事のマナー 

に気をつけている 

ソ 好き嫌いをしないで食べようとしている 

セ 時間を守って行動しようとしている 

ス 自分のことは自分でしようとしている 

シ 身の回りの整理整頓をしようとしている 

サ 人の話を集中して聞こうとしている 

コ 時と場に応じた言葉使いをしている 

ケ あいさつや返事をしている 

ク 物事の善悪の判断をしている 

キ きまり・ルールを守ろうとしている 

カ 自分の思いや考えを相手に 

伝えようとしている 

オ すすんで体を動かしている 

エ 友達と仲良くしようとしている 

ウ 他児と協力・協調して物事に 

取り組もうとしている 

イ 物事を最後までやり遂げようとしている 

ア 意欲的に物事に取り組もうとしている 

１ よく見られる ２ わりと見られる 
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83.6％ 

88.9％ 
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72.0％ 

67.5％ 

57.3％ 

82.4％ 

94.6％ 

61.2％ 

74.1％ 
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① 保護者からの相談内容 

回答者（人数） 園長・所長（662人） 

質問内容 

 あなたの園・所では，保護者からどのような相談を受けますか。次の「ア」から「キ」

のそれぞれの項目について，「１ とてもある」から「４ まったくない」の中からあて

はまるものを１つずつ選んで，○を記入してください。 

 

 

【図48 保護者からの相談内容】 

 

＜調査結果＞ 

保護者からの相談内容について，園長・所長が回答した上位３項目は，「イ 子供の生活習慣」，「ア 子

供との関わり方やしつけなどの子育ての具体的方法」，「ウ 子供の行動や性格」である。 

 

  

8.3% 

25.8% 

64.3% 

70.8% 

30.4% 

45.7% 

80.3% 

84.4% 

86.2% 

87.1% 

87.5% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

キ 子育て支援の情報 

（Ｈ27：子育てサポート） 

カ 子育て環境に関する悩み 

（Ｈ27：子育ての環境） 

エ 子供の育ちや健康 

オ 子育てについての保護者の心配 

や不安などの気持ち 

（Ｈ27：育児やしつけに対する 

悩みや不安） 

ウ 子供の行動や性格 

ア 子供との関わり方やしつけなどの 

子育ての具体的方法 

（Ｈ27：子供との接し方やしつけ方 

など具体的な方法等） 

イ 子供の生活習慣 

「１ とてもある」「２ わりとある」 の合計 

令和元年度 平成27年度 

６ 子育て支援  

※一部の項目は，平成 27 年度調査の回答割合を

参考として掲載。 



- 45 - 

② 園・所に期待する支援 

回答者（人数） 年長児の保護者（2,005人），０～２歳児の保護者（2,052人） 

質問内容 
 家庭での子育てや家庭教育に対して，園・所からどのような支援があるとよいと思い

ますか。次の中から特にあてはまるものを３つまで選んで，○をつけてください。 

 

 

【図49 園・所に期待する支援】 

 

＜調査結果＞ 

 園・所に期待する支援について，年長児・０～２歳児の保護者ともに，上位３項目は「ア 子育てや家

庭教育について気軽に相談できる場や機会の提供」，「イ 園・所だよりやクラスだよりなどを通した子育

て・家庭教育についての日常的な情報提供」，「キ 親子で一緒に参加できる行事などの提供」である。 
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ケ 特に支援は必要ないと思う 

ク 地域の小学校に関する情報提供 

キ 親子で一緒に参加できる行事などの提供 

カ 地域の人やボランティア団体，子育て 

サークルなどとの交流の機会の提供 

オ 保護者同士の交流や情報交換 

ができる機会の提供 

エ 保護者のニーズに応じた子育て・家庭教育 

に関する講演会，講座や研修会の開催 

ウ メールやＳＮＳを通した子育て・家庭 

教育に関する日常的な情報提供 

イ 園・所だよりやクラスだよりなどを通した子育て 

・家庭教育についての日常的な情報提供 

ア 子育てや家庭教育について気軽に 

相談できる場や機会の提供 

年長児保護者 ０～２歳児保護者 ※「ク」は年長児の保護者のみの項目 
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③ 乳幼児を育てている保護者に必要な支援 

回答者（人数） 園長・所長（662人） 

質問内容 

 乳幼児を育てている保護者に対して，どのような支援が必要だと思いますか。次の

「ア」から「キ」のそれぞれの項目について，「１ とてもあてはまる」から「４ まっ

たくあてはまらない」の中からあてはまるものを１つずつ選んで，○を記入してくださ

い。 

 

 

【図 50 乳幼児を育てている保護者に必要な支援】 

 

＜調査結果＞ 

乳幼児を育てている保護者に必要な支援について，園長・所長が「あてはまる」と回答した上位３項

目は，「ア 乳幼児の発達や関わり方の理解のための情報提供」，「ウ 子育てについて気軽に相談できる場

や機会の提供」，「イ 乳幼児の発達や関わり方の理解のための体験の場の提供」である。 
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キ 保護者のリフレッシュのための時間や場の提供 

エ 保護者自身の心身の健康のための支援 

オ 保護者同士が情報交換できる場や機会の提供 

カ 地域の専門機関とつながるための支援 

イ 乳幼児の発達や関わり方の理解のための体験の場の提供 

ウ 子育てについて気軽に相談できる場や機会の提供 

ア 乳幼児の発達や関わり方の理解のための情報提供 

「１ とてもあてはまる」「２ わりとあてはまる」の合計 

令和元年度 平成27年度 
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④ 園・所による子育ての支援 

回答者（人数） 園長・所長（662人） 

質問内容 

 あなたの園・所では，子育ての支援を行っていますか。支援の有無について，○を記

入し，「行っている」の場合は，「ア」から「ス」の項目についてあてはまるものを全て

選んで，○を記入してください。 

 

 

【図51 在園児の保護者への支援】        【図52 在園児以外の保護者への支援】 

 

＜調査結果＞ 

園・所が行っている子育ての支援について，園長・所長が回答した割合が最も高い項目は，在園児の

保護者対象では「サ 行事への参加」，在園児以外の保護者対象では「ア 園庭開放」である。 
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17.8% 

61.0% 

29.8% 

79.6% 

20.0% 

35.4% 
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ス その他 

シ 地域の人との交流 

サ 行事への参加 

（Ｈ27：園行事への参加） 

コ 保育参加 

ケ 子育てサロンの開催， 

子育てサークルの支援 

（Ｈ27：井戸端会議， 

子育てサロン） 

ク 子育て情報の提供 

キ 外部講師による講座，講演 

（Ｈ27：子育て講座・講演会 

（外部講師による）） 

カ 園・所職員による講座，講演 

（Ｈ27：子育て講座・講演会 

（園の職員による）） 

オ 外部の相談機関などの紹介 

エ 外部の専門職による園 

・所での相談 

（Ｈ27：子育て相談（カウンセラー 

などの専門家による） 

ウ 園・所職員による相談 

（Ｈ27：子育て相談 

（園の職員による）） 

イ 保育室などの施設開放 

ア 園庭開放 

令和元年度 平成27年度 
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41.0% 
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42.3% 
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4.9% 

49.6% 

42.9% 

79.6% 

2.5% 

20.7% 

51.3% 

11.0% 

34.0% 

50.9% 

28.4% 

12.7% 

27.0% 

13.1% 

67.1% 

43.1% 

90.0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ス その他 

シ 地域の人との交流 

サ 行事への参加 

（Ｈ27：園行事への参加） 

コ 保育参加 

ケ 子育てサロンの開催， 

子育てサークルの支援 

（Ｈ27：井戸端会議， 

子育てサロン） 

ク 子育て情報の提供 

キ 外部講師による講座，講演 

（Ｈ27：子育て講座・講演会 

（外部講師による）） 

カ 園・所職員による講座，講演 

（Ｈ27：子育て講座・講演会 

（園の職員による）） 

オ 外部の相談機関などの紹介 

エ 外部の専門職による園 

・所での相談 

（Ｈ27：子育て相談（カウンセラー 

などの専門家による） 

ウ 園・所職員による相談 

（Ｈ27：子育て相談 

（園の職員による）） 

イ 保育室などの施設開放 

ア 園庭開放 

令和元年度 平成27年度 
※一部の項目は，平成 27 年度調査の 

回答割合を参考として掲載。 
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⑤ 地域や社会全体として必要なこと 【新規】 

回答者（人数） 年長児の保護者（2,005人），０～２歳児の保護者（2,052人），県民（1,640人） 

質問内容 

 乳幼児を育てる保護者が，子育て・家庭教育をゆとりを持ってできるようになるため

に，地域や社会全体としてどのようなことが必要だと思いますか。「ア」から「コ」の

項目の中から特にあてはまるものをそれぞれ３つまで選んで，○をつけてください。 

 

【図53 地域の取組】             【図54 社会全体の取組】 

＜調査結果＞ 

 乳幼児を育てる保護者が子育て・家庭教育をゆとりを持ってできるようになるために必要な取組につ

いて，保護者及び県民が最も回答した割合が高い項目は， 

【地域の取組】 
・年長児の保護者では，「イ 親子が気軽に集えて交流できる場や行事などが充実すること」 

・０～２歳児の保護者では，「カ 家庭生活と両立できる職場環境づくりが進むこと」 

・県民では，「ア 子育てや家庭教育に関する悩みについて，気軽に相談できる人や場が充実すること」  
【社会全体の取組】 

・年長児の保護者では，「カ 家庭生活と両立できる職場環境づくりが進むこと」 

・０～２歳児の保護者では，「カ 家庭生活と両立できる職場環境づくりが進むこと」 

・県民では，「ア 子育てや家庭教育に関する悩みについて，気軽に相談できる人や場が充実すること」 

である。 
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⑥ 乳幼児を育てている保護者を支援する必要性 

回答者（人数） 県民（1,640人） 

質問内容 
 あなたは，地域住民として，乳幼児を育てている保護者の子育てや家庭教育を支援す

る必要があると思いますか。 

 

 

【図55 乳幼児を育てている保護者を支援する必要性】 

 

 

【図56 乳幼児を育てている保護者を支援する必要を感じている年代別の割合】 

 

＜調査結果＞ 

乳幼児を育てている保護者の子育てや家庭教育を支援する必要性について，80.9％の県民が「必要が

あると思う」と回答し，平成27年度調査と比較して1.4ポイント増加している。年代別では，10代及び70

代以上の回答割合が高い。 
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